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目指せ一等賞！ 保育園運動会
９月 21 日、おひさま保育園では運動会が行われ
ました。当日は雨が心配されましたが、雨雲を
吹き飛ばすような “ 元気パワー ” で、園児たち
は雨にあたることなく、運動会を楽しみました。

（写真：赤組のかけっこ）
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平
成
30
年
度
、
木
島
平
村
で
出
さ

れ
た
燃
や
せ
る
ご
み
の
処
理
量
は
年

間
８
７
０
ｔ
で
す
。
村
民
１
人
に
換

算
す
る
と
１
８
１
㎏
、
１
日
あ
た
り

１
人
４
９
５
ｇ
を
燃
や
せ
る
ご
み
と

し
て
処
理
し
て
い
る
計
算
に
な
り
ま

す
。

　

費
用
は
、
村
全
体
で
４
４
８
７
万

円
、
１
人
あ
た
り
約
９
４
０
０
円
か

か
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ご
み
の
処
理
は
、
多
く
の
人
の
苦

労
と
皆
さ
ま
の
税
金
で
ま
か
な
わ
れ

て
い
ま
す
。
生
ご
み
の
水
切
り
、
資
源

ご
み
の
分
別
な
ど
、
で
き
る
こ
と
か
ら

少
し
ず
つ
実
践
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

進めよう！

ごみの減量・リサイクル

　

私
た
ち
の
生
活
で
出
る
『
ご
み
』

は
、
手
を
離
れ
て
し
ま
え
ば
、
自

分
に
は
関
係
の
な
い
も
の
の
よ
う

に
思
え
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
処

理
に
は
多
く
の
「
お
金
」
と
「
人

の
手
」
が
か
か
り
ま
す
。

　

生
ご
み
の
水
切
り
や
堆
肥
化
、

古
紙
の
分
別
な
ど
、
一
人
ひ
と
り

が
ほ
ん
の
少
し
意
識
す
る
こ
と
で
、

処
理
に
か
か
る
費
用
を
節
約
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
普
段
の
生
活

を
も
う
一
度
振
り
返
り
、『
ご
み
』

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

【
生
活
環
境
係　

内
線
１
２
３
】

4,487約　　　　　万円

燃やせるごみの
処理経費

村
の
燃
や
せ
る
ご
み
処
分
量
の
推
移

燃やせるごみ
年間重量（㎏）

１人あたり
年間重量（㎏）

１人あたり
１日重量（g）

H26 5,032 852,850 169 463
H27 4,998 864,530 172 473
H28 4,908 851,010 173 475
H29 4,857 854,160 175 481
H30 4,797 870,720 181 495

区分 人口（人）

4600

5600

人口（人）

830

840

850

860

870

880

H30H29H28H27H26

処理量（ｔ）

5000

5200

5400

4800

左図では次の２つを表示
・折れ線グラフ：ごみ処理量
・棒グラフ：人口

※人口は減少していますが、

　燃やせるごみの処理量は

　増加しています。

分
別
・
提
出
の
ポ
イ
ン
ト
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特集：進めよう！ごみの減量・リサイクル

　

お
気
づ
き
の
こ
と
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
ご
み
の
発
生
源
は
意
外

に
も
「
買
い
物
」
で
す
。

　

物
を
買
う
こ
と
で
、
商
品
を

梱こ
ん
ぽ
う包
し
て
い
た
ビ
ニ
ー
ル
や
商
品

が
入
っ
て
い
た
容
器
な
ど
が
最
終

的
に
不
要
に
な
り
「
ご
み
」
と
な

り
ま
す
。

　

毎
日
の
生
活
を
「
節
約
」
す
る

こ
と
で
、
ご
み
の
排
出
を
抑
え
ら

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ご
み
は
、
世
界
的
な
問
題
と
し

て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
に
は
、
レ
ジ
袋
の

有
料
化
も
行
わ
れ
る
よ
う
で
す
の

で
、
今
か
ら
エ
コ
バ
ッ
ク
を
使
う

習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

せ
っ
か
く
持
っ
て
い
て
も
、
ふ

と
お
店
に
立
ち
寄
っ
た
と
き
に
使

い
損
ね
な
い
よ
う
、
車
や
、
か
ば

ん
に
備
え
て
お
き
、
使
う
機
会
を

増
や
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ご
み
は
、
き
ち
ん
と
分
別
を
行

う
と
、
資
源
と
し
て
再
利
用
で
き

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

ご
み
の
処
分
に
は
多
く
の
お
金

が
か
か
り
ま
す
の
で
、
日
頃
か
ら

の
ご
み
の
分
別
が
重
要
に
な
っ
て

き
ま
す
。

　

次
の「
分
別・提
出
の
ポ
イ
ン
ト
」

を
参
考
に
、
今
一
度
ご
み
の
出
し

方
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

買
い
物
を
す
る
と

　
　
　

ご
み
が
出
ま
す

買
い
物
の
と
き
に
は

　
　

   

エ
コ
バ
ッ
ク
を

分
別
・
提
出
の
ポ
イ
ン
ト

分
別
を
行
い

　
　

ご
み
を
減
ら
そ
う

キーワードは、

つの 。３ 「R」
①Reduceリデュース ごみを減らす
　買い物の際には、「エコバック」を使いましょう。
　ごみになるようなものは、家に持ち込まないよ
うに注意して、１人ひとりごみの減量に取り組み
ましょう。

② Reuseリユース 繰り返し使う
　直して使えるものは、修理して使いましょう。
　いらなくなっても、まだ使えるものは、リサイ
クルショップなどを利用して、できるだけ繰り返
し使いましょう。

③ Recycleリサイクル 資源として活用
　スーパーなどの回収ボックスを積極的に利用し
ましょう。また、使えなくなったものは、資源ご
みとして出しましょう。
　特に古着は燃やせるごみとしてではなく、秋の
古着・古布回収で出しましょう。

①
ご
み
袋
に
入
れ
る
ご
み
は
「
十

　
文
字
し
ば
り
」
が
で
き
る
程
度

　
に
抑
え
ま
し
ょ
う
。

②
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
出
す
際
は
、
折

　
り
た
た
ん
で
縦
横
１
ｍ
以
内
に

　
し
て
出
し
ま
し
ょ
う
。
ス
テ
ー

　
シ
ョ
ン
の
ほ
か
の
ご
み
を
覆
わ

　
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

③
ラ
イ
タ
ー
は
使
い
切
っ
た
も
の

　
で
も
、「
不
燃
ご
み
」
と
し
て

　
出
し
ま
し
ょ
う
。

④
連
休
明
け
な
ど
は
、
ス
テ
ー

　
シ
ョ
ン
に
入
り
き
ら
な
い
ご
み

　
が
、
カ
ラ
ス
や
猫
な
ど
に
荒
ら

　
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま

　
す
。
普
段
か
ら
こ
ま
め
に
ご
み

　
を
出
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
「
生
ご
み
」
は
袋
に
入
れ
る
前

　
に
水
を
切
り
ま
し
ょ
う
。
三
角

　
コ
ー
ナ
ー
に
生
ご
み
を
溜
め
て

　
お
く
と
水
を
吸
っ
て
重
く
な
り

　
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

⑥
畑
の
あ
る
お
宅
は
、
生
ご
み
は

　
燃
や
せ
る
ご
み
で
出
さ
ず
、
コ

　
ン
ポ
ス
ト
を
活
用
し
、
ご
み
の

　
堆
肥
化
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　村も参加した、使わなくなった小型家電か
らオリンピックのメダルを作る「みんなのメ
ダルプロジェクト」では、全国の市区町村数
1741 のうち、９割以上の 1621 の自治体が参
加し、携帯電話を含む小型家電の回収量は約
78,958ｔとなりました。
　最終的に東京オリンピック・パラリンピック
に使用される金属量は次のとおりとなりました。
 金：約 32kg　銀：約 3,500kg　銅：約 2,200kg
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仲
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蜂
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お
得
な 

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
販
売
を
10
月
１
日
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。　

　

こ
の
商
品
券
は
、
消
費
税
・
地
方
消
費
税
率
引
き
上
げ
の
影
響
を
緩
和
し
、

地
域
の
消
費
を
喚
起
・
下
支
え
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
村
民
税
（
均

等
割
）
非
課
税
の
方
や
子
育
て
世
帯
を
対
象
に
お
買
い
求
め
い
た
だ
け
ま
す
。

‌　

25
％
が
プ
レ
ミ
ア
ム
（
上
乗
せ
）
分
の
大
変
お
得
な
商
品
券
で
す
。
ぜ
ひ
こ

の
機
会
に
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

◉販売期間
　令和２年２月 28 日（金）まで
　※使用期間は令和２年２月 29 日（土）まで
◉販売窓口

◉販売価格
　○１冊（5,000 円分）を 4,000 円で販売
　○対象者１人につき、５冊（25,000 円分）まで購入可能
　　例 ５冊購入する場合、購入費用は 20,000 円
◉商品券購入引換券を発送しました
　村民税非課税で申請をいただいた方及び子育て世帯（平成 28
年４月２日以降に生まれたお子さんのいる世帯）の皆さまへ、
商品券購入引換券を発送しました。この商品券購入引換券は、
プレミアム付商品券の購入時に必要となります。再発行できま
せんので、紛失等のないよう大切に保管してください。
◉商品券購入時の持ち物
　○現金
　○商品券購入引換券
　○本人確認のできる書類（運転免許証、保険証など）

使
用
可
能
店
舗
一
覧

（
10
月
７
日
現
在
）

※商品券使用可能店舗は、随時募集しています。詳しくは健康福祉係までお問合せください。

ご
利
用
く
だ
さ
い

場　所 時間（平日のみ） 電話番号
役場
健康福祉係

午前８時 30 分
～午後５時 15 分

0269-82-3111
（内線 125）

木島平郵便局 午前９時～午後５時 0269-82-2042
上木島郵便局 午前９時～午後５時 0269-82-2075

【
健
康
福
祉
係

　
　
　

内
線
１
２
５
】
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申込方法

４時間以内 ８時間以内

３歳未満児 1,300 円 2,500 円

３歳以上児 800円 1,500 円

【子育て支援係　内線２０５】

保育園運営の概要

　来年４月からおひさま保育園へ入園を希望される児童の申込みを受け付けます。入園を希望する
場合は、おひさま保育園、子育て支援係または生活環境係に申込書がありますので、必要事項をご
記入のうえ、申込期限までに提出してください。
　なお、年度途中の入園は随時受け付けますが、職員の配置やクラスの受入準備等のため、お待ち
いただく場合がありますので、途中入園を希望する場合も、今回の申込期限までにできるだけお申
込みください。

◉必要書類　  ①申込書　②就労証明書（申込書の添付書類として）
◉提出先　　　　おひさま保育園 / 子育て支援係 / 生活環境係
◉申込期限　 　10 月 31 日（木）まで
　　　　　　 （令和２年１月下旬頃に面接を予定しています。通知は後日送付します）
◉問合せ　　　 おひさま保育園　☎ 0269-82-1515　有線 82-8585
　　　　　　      子育て支援係　内線２０５

①保育園の定員と受入年齢
　◉定員：160 人　
　◉受入年齢：生後６か月から
②保育時間（通常保育）
　◉保育標準時間
　　○月曜日～土曜日：午前７時30 分～午後６時30分
　◉保育短時間	
　　○月曜日～土曜日：午前８時30 分～午後４時30 分
③保育料
　◉保育料は保護者の住民税に応じて決定
　◉３歳以上児、住民税非課税世帯の未満児の保育
　　料は無料
　◉３歳以上児の副食費は無料
　　（未満児の副食費は保育料に含まれています。）
　◉２人以上で入園している場合、同時入所してい
　　る２番目の児童は半額
　◉第３子以降は、同時入所の有無に限らず保育料
　　が無料
④希望保育の実施
　◉すべての土曜日を希望保育とし、申込制による
　　保育を実施

⑤延長保育
　◉「月単位」と「１日単位」で利用可能
　　○実施時間
　　　  朝  ：午前７時 30 分～午前８時 30 分
　　　夕方：午後４時 30 分～午後７時
⑥緊急保育（保育園に入園していない児童を一時的に
　お預かりします）
　◉保育園に入園していない乳幼児の保護者が病気、
　　看護、介護、出産、災害、事故、就労または冠
　　婚葬祭等で、緊急かつ一時的に家庭保育が困難
　　となった場合に対象
　◉利用限度は１事由につき 12 日
　◉希望される方は、保育園へお申込みください。
　◉緊急保育の利用料（８時間を超える場合は、
　　次の金額に延長保育料金を加算します）

令和２年度　新入保育園児の募集

年齢 時間
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村
議
会
９
月
定
例
会
に
お
い
て
、
教
育

長
の
選
任
人
事
案
が
同
意
さ
れ
、
中
町
の

小
林
弘
さ
ん
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期

は
10
月
１
日
か
ら
３
年
間
で
す
。

　

村
議
会
９
月
定
例
会
に
お
い
て
、
監
査

委
員
の
選
任
人
事
案
が
同
意
さ
れ
、
中
町

の
渡
邉
吉
基
さ
ん
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
10
月
１
日
か
ら
４
年
間
で
す
。

　

村
議
会
９
月
定
例
会
に
お
い
て
、
固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
の
選
任
人
事
案
が
同

意
さ
れ
、
市
之
割
の
宮
﨑
光
雄
さ
ん
が
再

任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
10
月
３
日
か
ら

３
年
間
で
す
。

 

監
査
委
員
に 

渡
邉 

吉
基 
さ
ん

 

教
育
長
に 

小
林 

弘 

さ
ん

 

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
に

 

宮
﨑 

光
雄 

さ
ん

 

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
に
よ
る

　
　

 

緊
急
地
震
速
報
訓
練
を
実
施

　

全
国
で
一
斉
に
緊
急
地
震
速
報
訓
練
が

行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
訓
練
は
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ

ム
（
※
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
を
用
い
た
訓
練
で
、

屋
外
放
送
や
各
家
庭
の
音
声
告
知
端
末
か

ら
試
験
伝
文
が
放
送
さ
れ
ま
す
。

　

実
際
の
災
害
や
機
器
の
故
障
等
で
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
お
間
違
い
の
な
い
よ
う

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

訓
練
放
送
に
あ
わ
せ
、
い
ざ
地
震
が
発

生
し
た
ら
ど
う
行
動
す
れ
ば
良
い
の
か
、

非
常
持
出
品
な
ど
災
害
時
の
備
え
に
つ
い

て
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

◉
訓
練
日
時

　

11
月
５
日
（
火
）　

午
前
10
時
ご
ろ

【
総
務
係　

内
線
１
１
６
】

シ
リ
ー
ズ
防
災
18

日
頃
か
ら
車
の
燃
料
を
満
タ
ン
に

～
満
タ
ン
&
灯
油
プ
ラ
ス
１
缶
運
動
～

【
総
務
係　

内
線
１
１
６
】

西
町
区
宝
く
じ
の
助
成
金
を
活
用
し

　
　
　
　
　
　
　

祭
具
一
式
を
整
備

　

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し

て
、
宝
く
じ
の
受
託
事
業
収
入
を
財
源
と

し
て
実
施
し
て
い
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
」
を
活
用
し
、
西
町
区
が
祭
具
一

式
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に

必
要
な
備
品
や
集
会
施
設
の
整
備
、
安
全

な
地
域
づ
く
り
と
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
、

地
域
文
化
へ
の
支
援
や
地
域
の
国
際
化
の

推
進
及
び
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
等
に
対

し
て
助
成
を
行
い
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
充
実
・
強
化
を
図
る
こ
と
に

よ
り
、
地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
と
住
民

福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
た
め
の
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

【
政
策
情
報
係　

内
線　

１
１
２
】

小林 弘
ひろし

　（中町）
さん渡邉 吉

よしもと

基 
   （中町）

さん宮﨑 光
み つ お

雄 
  （市之割）

さん

※Ｊアラートとは、
　地震や火山の噴火などの
　緊急情報を国から人工衛
　星を通じて瞬時にお伝え
　するシステムです。

　

大
き
な
地
震
な
ど
、
大
規
模
災
害
発
生

直
後
は
燃
料
の
入
手
が
非
常
に
困
難
に
な

り
ま
す
。

　

車
や
灯
油
な
ど
は
常
日
ご
ろ
使
っ
て
い

る
も
の
で
す
。
少
し
見
方
を
変
え
る
だ
け

で
、
日
ご
ろ
の
備
え
が
、
い
ざ
と
い
う
時

に
役
立
ち
ま
す
。

◉
車
が
便
利
な
存
在
に

　

車
の
ガ
ソ
リ
ン
を
満
タ
ン
に
す
る
と
、

ア
イ
ド
リ
ン
グ
状
態
が
約
40
時
間
確
保
で

き
ま
す
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
充
電
、
ラ
ジ
オ
で

の
情
報
収
集
、
暖
房
（
冷
房
）
な
ど
に
役

立
ち
ま
す
。（
車
両
に
よ
り
内
容
は
異
な

り
ま
す
。）

◉
予
備
の
灯
油
が
災
害
へ
の
備
え
に

　

灯
油
ポ
リ
タ
ン
ク
（
18
ℓ
）
１
缶
を
石

油
ス
ト
ー
ブ
な
ど
に
使
用
す
る
と
、
和
室

７
帖
間
を
85
時
間
程
度
暖
か
い
空
間
と
し

て
維
持
で
き
ま
す
。

【整備品】※すべての整備品に宝くじの広告表示が掲載されています。
　長胴太鼓、並附締太鼓、篠笛、弓張提灯、獅子用ゆたん、番傘、神楽鈴、大人用法被、大人用帯、
　舞子衣裳（花柄半纏、かすり着物、紺もも引、白たすき、桐下駄）、幟ポール、幟旗
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税
制
改
正
に
よ
り
、
10
月
１
日
か
ら
自
動
車
取
得
税
が
廃
止
さ
れ
、「
軽
自
動

車
税
（
環
境
性
能
割
）」
が
創
設
さ
れ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
軽
自
動
車
税

が
「
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）」
へ
と
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
軽
自
動
車
税
は
「
環
境
性
能
割
」
と
「
種
別
割
」
で
構
成
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、
税
率
な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

信
濃
中
野
税
務
署
で
は
、
給
与
所
得
者
に
関
係
す
る
年
末
調
整
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

　

な
お
、
説
明
会
で
は
「
年
末
調
整
の
し
か
た
」
や
「
給
与
所
得
の
源
泉
徴

収
票
等
の
法
定
調
書
の
作
成
と
提
出
の
手
引
」
な
ど
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
使

用
し
て
説
明
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
出
席
の
際
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
年
末
調
整
関
係
用
紙
及
び
法
定
調
書
の
用
紙
が
不
足
す
る
場
合
に

は
、
説
明
会
場
で
配
付
し
ま
す
の
で
、
会
場
に
て
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
税
の
税
制
改
正
に
つ
い
て

令
和
元
年
度
年
末
調
整
説
明
会
の
お
知
ら
せ

【
税
務
係　

内
線
１
０
７
】

◉「環境性能割」
　10 月１日以降に価格が 50 万円を超える三輪以上の軽自動車を取得し
た際に、新車・中古車を問わず、登録時に課税されます。
　なお、環境性能割は村税となりますが、当分の間は県が賦課徴収を行
います。
○税率

※１　ガソリン車・ハイブリッド車は、平成 30 年排出ガス基準 50％低
　　　減達成または平成 17 年排出ガス基準 75％低減達成したものに限る。
※２　10 月１日～令和２年９月 30 日に取得した場合の税率

◉「種別割」
　毎年４月１日に所有または使用している方が納税義務者となります。
○税率
　従来の軽自動車税と変更ありません。

※１　ご都合のよい会場へお出掛けください。
※２　上記の会場では、年末調整説明会に引き続き、消費税の
　　　軽減税率制度等の説明会もあわせて開催していますので
　　　ぜひご参加ください。
※３　用紙につきましては、これまでどおり税務署の窓口でも
　　　配布しています。このほか、コピーしたものや国税庁ホー
　　　ムページ（http://www.nta.go.jp）からダウンロードし
　　　たものも使用できます。

車　種　区　分 税　率
自家用 営業用

・電気自動車
・天然ガス軽自動車
　（平成 30 年排出ガス規制適合または平成 21 年排出
　  ガス規制から排出ガス基準 10％低減達成） 非課税 非課税

・ガソリン車
・ハイブリッド車
　（※１）

2020 年度燃費基準 ＋20％達成車
2020 年度燃費基準 ＋ 10％達成車
2020 年度燃費基準達成車 １％

※２の場合 : 非課税 0.5％

2015 年度燃費基準 ＋ 10％達成車 ２％
※２の場合 : １％

１％
上記以外 ２％

開催日 開　催　時　間 開　催　場　所

11 月 20 日
( 水 )

１回目 午前 10 時～正午 中野市民会館２階 41 号会議室

中野市三好町１- ３-12２回目 午後１時 30 分
　　～３時 30 分

11 月 21 日
（木）

１回目 午前 10 時～正午 飯山市公民館

飯山市大字飯山 1436-1２回目 午後１時 30 分
　　～３時 30 分

問合せ
　信濃中野税務署　☎ 0269-22-3151
　自動音声案内が流れますので、「２」をお選びください。
　税務署の担当部署へおつなぎします。
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令和元年度戦没者 ・ 満州開拓殉難者追悼平和祈念式 開催のお知らせ
戦争体験を次世代に語り継ぎ、 平和への誓いを新たに 【健康福祉係　内線１２５】

　先の大戦で亡くなられた戦没者並びに満州開拓殉難者を追
ついとう

悼し、平和への誓いを新たにするため、追悼
平和祈念式を開催します。終戦から 74 年が経過し、戦争体験者が少なくなった今こそ、その体験を風化
させることなく次世代へ継承していかなければなりません。
　平和祈念式では、木島平中学校３年生による広島平和学習発表に加え、満蒙開拓平和祈念館館長 寺沢
秀文 氏をお迎えし、平和祈念講演を行います。当日は、戦没者のご遺族だけでなく、どなたでもご参加
いただけます。申込みは不要です。平服でご参加ください。
　大勢の皆さまのご参加を心からお待ちしております。
◉日　時　　11 月 13 日（水）午前９時 30 分～ 11 時 30 分　
◉場　所　　若者センター研修室
◉内　容
　○平和祈念講演　「地域で向き合う満蒙開拓の歴史（仮題）」
　　講師　満蒙開拓平和祈念館　館長　寺沢 秀文 氏
　○平和学習発表（広島市平和記念式典へ参加した木島平中学校生徒３人の学習発表）
　○追悼式（黙とう、献花　ほか）
◉持ち物　　ご用意いただける方は、献花用のお花をお持ちください。
◉送　迎　　ご希望の方は 11 月６日（水）までに健康福祉係までご連絡ください。
◉その他　　関係者による直会は行いません。

  

馬
曲
温
泉
い
き
い
き
デ
ー

  
11
月 

運
行
日
程

１
日
（
金
）   

市
之
割
・
中
町
・
西
町　
　

　
　
　

       

ス
キ
ー
場

５
日
（
火
）　

内
山
・
平
沢
・
馬
曲

８
日
（
金
）　

中
村
・
小
見
・
和
栗
・
稲
荷

　
　
　
　
　

  

北
鴨
・
栄
町

12
日
（
火
）　

南
鴨
・
高
石
・
庚
・
部
谷
沢

　
　
　
　
　

  

原
大
沢
・
千
石
・
上
千
石

15
日
（
金
）　

中
島
・
西
小
路
・
糠
千
・
山
口

　
　
　
　
　

  

柳
久
保
・
大
町
・
池
の
平

19
日
（
火
）　

市
之
割
・
中
町
・
西
町

　
　
　
　
　

  

ス
キ
ー
場

22
日
（
金
）　

内
山
・
平
沢
・
馬
曲

26
日
（
火
）　

中
村
・
小
見
・
和
栗
・
稲
荷

　
　
　
　
　

  

北
鴨
・
栄
町

28
日
（
木
）　

南
鴨
・
高
石
・
庚
・
部
谷
沢

　
　
　
　
　

  

原
大
沢
・
千
石
・
上
千
石

29
日
（
金
）　

中
島
・
西
小
路
・
糠
千
・
山
口

　
　
　
　
　

  

柳
久
保
・
大
町
・
池
の
平

　

各
地
区
の
集
合
場
所
に
午
前
９
時
30
分

ま
で
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
（
ス
キ
ー
場

地
区
は
９
時
15
分
）。

　

池
の
平
地
区
の
皆
さ
ま
は
、
ご
利
用
の

際
、
馬
曲
温
泉
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
健
康
福
祉
係　

内
線
１
２
５
】

【
馬
曲
温
泉
公
園 

☎
０
２
６
９ 

― 

８
２ 

― 

４
０
２
８
】

 

住
民
票
等
に
旧
姓
（
旧
氏
）
の

　
　
　
　
　
　

併
記
が
可
能
に

　

11
月
５
日
（
火
）
か
ら
住
民
票
、
印
鑑

登
録
証
明
書
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

旧
姓
を
載
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
記
載
で
き
る
旧
姓
は
１
人
に
つ

き
１
つ
で
す
。
旧
姓
を
記
載
し
た
い
場
合

に
は
、
生
活
環
境
係
へ
届
出
を
お
願
い
し

ま
す
。

◉
旧
姓
併
記
で
証
明
の
幅
が
広
が
る

　

婚
姻
等
で
氏
が
変
わ
っ
た
場
合
、
新
し

い
氏
と
と
も
に
旧
姓
が
住
民
票
や
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
記
載
さ
れ
て
い
る
と
、

契
約
な
ど
の
様
々
な
場
面
で
証
明
に
な

り
、
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

　
◉
併
記
さ
れ
る
証
明
書

　

○
住
民
票　

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド　

　

○
印
鑑
登
録
証
明
書

（
※
一
度
登
録
す
る
と
、
削
除
を
申
し
出

　
　

な
い
限
り
必
ず
表
示
さ
れ
ま
す
。）

【
生
活
環
境
係　

内
線
１
２
２
】
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◉国民年金保険料は社会保険料控除の対象
　所得税及び住民税の申告では、その年の１～ 12
月に納めた国民年金保険料全額が社会保険料控除の
対象となります。
◉控除のためには書類が必要
　控除を受けるためには、納めたことを証明する書
類の添付が必要です。
　このことが分かるのは、「国民年金保険料の領収
書」か、「国民年金保険料控除証明書」となります。
◉証明書が手元に届くのは
　平成 31 年１月～令和元年９月の納付した分の証
明書は 11 月上旬に、10 月１日～ 12 月 31 日の納付
した分の証明書は令和２年２月上旬に送られます。
　申告時に添付できるように、日本年金機構からの
郵便物にご注意をお願いします。

【生活環境係　内線１２２】

年金 納めた国民年金保険料は

　　全額が社会保険料控除の対象です

　次のとおり生徒を募集します。
　（※年齢は、令和２年４月１日現在です。）
◉陸上自衛隊高等工科学校生徒
○概要　陸上自衛隊において、高機能化・システム
　　　　化された装備品を駆使・運用するとともに、
　　　　国際社会においても自信を持って対応でき
　　　　る自衛官となる者を養成するために、中学
　　　　校卒業予定者等を対象に採用する。
○資格　男子で中学卒業者（見込含）17 歳未満
○受付　推薦　11 月１日（金）～ 29 日（金）
　　　　一般　11 月１日（金）～令和２年１月６日（月）
○試験　推薦　令和２年１月５・６日のいずれか指
　　　　　　　定された日
　　　　一般　１次：令和２年１月 18 日（土）
　　　　　　　２次：令和２年１月 31 日（金）
　　　　　　　　　　～２月３日（月）の指定日
○問合せ　自衛隊長野地方協力本部
　　　　　長野地域事務所　☎ 026-235-6026

自衛官 陸上自衛隊高等工科学校生徒を

募集します

　国民健康保険に加入している世帯で、同じ月内の
医療費の自己負担額が高額になった場合、申請を行
うと「自己負担限度額を超えた分」が高額療養費と
して支給されます。
　高額療養費の支給対象となった世帯に対して、そ
の診療を受けた月のおおむね 2 か月後に支給申請の
案内通知をお送りしています。 
◉高額療養費は２年で時効に
　高額療養費は、原則として案内通知が届いた日か
ら起算して 2 年を経過しますと、時効となり給付を
受けられなくなりますので、お早めに支給申請をお
願いします。 
◉申請に必要なもの
　申請書、領収書（写し）、はんこ、振込先口座の分
かるもの、世帯主及び診療を受けた人のマイナンバー
が分かるもの
※なお、申請書が見当たらない場合や、領収書がな
い場合はご相談ください。

【生活環境係　内線１２２】

　村特製「お年玉付き年賀はがき」の予約を開始し
ました。政策情報係へご予約ください。
◉販売開始　11 月１日（金）
◉価　　格　１枚 63 円　◉販売枚数　4000 枚限定
◉予約方法　政策情報係へ、ご希望の図柄と枚数、
　　　　　　受取日時をお伝えください。

【政策情報係　内線１１１】

国民健康保険

高額療養費の支給申請を

新年のごあいさつは

　村オリジナル年賀状で

国保

年賀状

炎の奇祭
内山柱松子～ ～ 根塚遺跡～ ～
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秋のイベント情報

　年に 2 度その姿を現す「樽滝」。
　岩肌を流れる滝と色づく木々のコ
ントラストが見どころです。
◉日時　　10 月 27 日（日）
　　　　　午前８時 30 分～午後３時
◉場所　　木島平村内国道４０３号
　　　　　玉滝不動滝見橋付近
◉問合せ　木島平村観光振興局
　　　　　☎ 0269-82-2800

　川、里、山のつながりを体感する環境スポーツイベント
「千曲川・高社山 SEA TO SUMMIT」が 10 月 27 日（日）
に開催されます。
　カヌーで千曲川を下り、自転車で高社山麓へ、最後に登
山で高社山山頂を目指します。
　速さを競うレースではなく、自然の循環に思いをめぐらせ、
かけがえのない自然について考えようというイベントです。
　皆さまも応援にお出かけください。
◉問合せ　商工観光係　内線１３６

名瀑 幻の滝「樽滝」

～秋の巻～

千曲川・高社山 SEA TO SUMMIT 2019

～日本一長い川から修験の山へ～

  

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を

　
　

実
施
し
て
い
ま
す

　

農
業
委
員
会
で
は
、
９
月
～
11
月

の
間
、
農
業
委
員
及
び
推
進
委
員
に

よ
る
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
（
農
地
利
用

状
況
調
査
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
遊
休
農

地
の
把
握
と
発
生
防
止
、
農
地
の

無
断
転
用
防
止
を
図
り
、
農
地
の

確
保
と
有
効
利
用
を
目
的
と
し
て

実
施
し
ま
す
。

　

調
査
の
た
め
、
農
地
に
立
ち
入

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら

か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

◉
実
施
場
所　

村
内
全
域

◉
問
合
せ

　

農
業
委
員
会
事
務
局（
農
林
係
）

　

内
線
１
３
２　

【
農
林
係　

内
線
１
３
２
】

 

記
事
訂
正
と
お
詫
び

　

広
報
９
月
号
で
掲
載
し
ま
し
た

次
の
ペ
ー
ジ
に
つ
き
ま
し
て
、
内

容
の
一
部
に
誤
り
が
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
次
の
と
お
り
訂
正
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

◉
広
報
９
月
号
14
ペ
ー
ジ

　
「
牛
ふ
ん
堆
肥
を
ご
活
用
く

　

だ
さ
い
」
本
文
中
の
成
分
値

【
正
】
窒
素
１
・
９
％

　

  　

り
ん
酸
１
・
９
％

     　

加
里
１
・
５
％

　

  　

炭
素
窒
素
比
12　

　

  　

水
分　

45
％

【
誤
】
窒
素
：
１・６
％　

        

り
ん
酸
：
１・５
％

　

     

加
里
：
１・６
％

　

     

炭
素
窒
素
比
：
12

 　

 

水
分
：
45
％

【
農
林
係　

内
線
１
３
１
】

  

長
野
県
森
林
づ
く
り

　
　

県
民
税
に
つ
い
て

　

山
か
ら
湧
き
出
る
水
、
山
の
土

砂
崩
れ
を
防
止
す
る
機
能
な
ど
、

森
林
か
ら
様
々
な
恵
み
を
受
け

て
、私
た
ち
は
生
活
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
恵
み
を
受
け
て
い
る
県
民

み
ん
な
で
森
林
づ
く
り
を
支
え
る

仕
組
み
が
、「
長
野
県
森
林
づ
く

り
県
民
税
」
で
す
。

　

こ
の
県
森
林
税
は
、
子
ど
も
の

木
工
体
験
活
動
や
、
地
域
主
体
の

森
林
整
備
を
行
う
団
体
の
活
動
、

病
気
な
ど
で
倒
れ
や
す
い
危
険
な

木
の
伐
採
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

　

村
で
は
県
産
材
に
親
し
み
を

持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
ケ
ヤ
キ

の
森
公
園
の
木
製
ベ
ン
チ
作
成
・

設
置
事
業
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

【
農
林
係　

内
線
１
３
２
】

11 月は
児童虐待防止推進月間

　児童虐待は、子どもの心や
体に大きな傷を与え、時には
命にも関わる大変深刻な問題
です。
　皆さまの周りで、虐待かも
と思ったらすぐに 189（児童
相談所全国共通ダイヤル）ま
でご連絡ください。※連絡は
匿
とくめい

名で行うことも可能です。
　「未来へと　命を繋ぐ
　　　189（いちはやく）」

【子育て支援係　内線２０５】

訂正してお詫び
申し上げます
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メーターの
口径

１月あたりの基本料金 超過料金
（基本水量を超える１㎥あたり）

基本水量 現行料金 改正後料金 現行料金 改正後料金

13 ｍｍ 8㎥ 1,598 円
（1,480 円） 1,628 円

210 円
（195 円） 214 円

20 ｍｍ
25 ｍｍ
30 ｍｍ

30㎥   5,994 円
（5,550 円） 6,105 円

40 ｍｍ
50 ｍｍ 50㎥ 9,990 円

（9,250 円） 10,175 円

75 ｍｍ
100 ｍｍ 70㎥ 13,986 円

（12,950 円） 14,245 円

【水道料金】

基本料金 超過料金（１㎥あたり）
基本汚水量 現行料金 改正後料金 超過汚水量 現行料金 改正後料金

10㎥まで １,944 円
（1,800 円） 1,980 円

10㎥を超え
50㎥まで

194 円
（180 円） 198 円

50㎥を超え
100㎥まで

226 円
（210 円） 231 円

100㎥を超え
200㎥まで

259 円
（240 円） 264 円

200㎥を
超えるもの

291 円
（270 円） 297 円

【下水道料金】

現行料金 改正後料金
1,020 円 1,040 円

【開栓、閉栓、廃止の届出手数料】
※手数料は、10 月から
　料金改定となります。

　

10
月
１
日
か
ら
消
費
税
率
が
10
％
に
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
村
の
水
道

料
金
・
下
水
道
使
用
料
等
も
改
正
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
経
過
措
置
の
関
係
か
ら
改
正
後
料
金
で
の
請
求
は
、
12
月
分
か
ら
と

な
り
ま
す
。

【
国
調
・
水
道
係
：
内
線
１
４
３
】

※（ ）内は税抜き料金

※（ ）内は税抜き料金

消
費
税
増
税
に
伴
う

　
    

上
下
水
道
料
金
等
の
改
定
に
つ
い
て

◉今春から展示されています
　根塚遺跡の出土品は現在、長野県の「県宝」に指定されて
います。このうちの鉄剣が国立歴史民族博物館で展示された
ということは、根塚遺跡の出土品が国の重要文化財級の仲間
入りを果たしたともいえます。
　この展示を契機に、ますます根塚遺跡の再評価や研究が進
展することになりそうです。
◉改めて振返る鉄剣の特徴
　根塚遺跡の鉄剣は弥生時代に朝鮮半島
南部からもたらされたもので、日本列島
と韓半島の交流を語る重要な発見とされ
ています。
　２振の鉄剣のうちの１つは、柄に渦巻
き飾りがついた長剣で、国内で唯一の発
見として注目を集めています。
　出土したときは黒茶色に錆

さ

びていまし
たが、復元複製され、展示されている鉄
剣は、まぶしいほどの輝きを放っています。

【生涯学習係　☎ 0269-82-2041】

展示  根塚遺跡の鉄剣が

             国立歴史民族博物館で展示

　村では、あらゆる差別をなくすため、学校、
職場、地域で人権教育を推進し、差別の不
当性への理解や正しい認識を深めるととも
に、人権に対する意識を高め、村民一人ひ
とりの基本的人権の保障と、あらゆる差別
をゆるさない人間性豊かな社会の実現を目
指して取り組んでいます。
　本年度の大会を次の日程で開催しますの
で、大勢の皆さまのご参加をお待ちしてお
ります。
◉日時　11 月 9 日（土）
　　　　午後１時 30 分～４時まで
　　　　※午後１時から受付を行います。
◉会場　若者センター１階 研修室
◉演題　「夢をあきらめない～東京２０２０～」
◉講師　青木 辰子 氏
　　　　（日本初のプロチェアスキーヤー）

【人権推進室　☎ 0269-82-2041】

人権 第 43回 差別をなくす
村民大会 開催のお知らせ

▼写真提供
　国立歴史民族博物館
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　　国内初の栄誉な大会も

　　　～９月に開催された各大会の結果をお知らせします～

【生涯学習係　0269（82）2041】

【村内在住・出身の入賞者】

＜ノルディックマラソン＞
◉小学生
○５・６年男子３km
　２位　鈴木　士

と あ

愛（中町）
　４位　三橋　大

は る と

翔（南鴨）
　10 位  山本　生

い ぶ き

吹（中町）
○３・４年男子２km
　５位　山嵜　太

たいよう

陽（稲荷）
　６位　宮島　蘭

らんまる

丸（大町）
○２年男子 1.5km
　９位　関　源

げんせい

晟   （西町）
○１年男子 1.5km
　５位　湯本　慶

ち か ら

良　（庚）
　６位　湯本　創

そう

　（大町）
○５・６年女子３km
　３位　和田　亜

あ い

衣（西町）

○３・４年女子２km
　８位　山﨑　仁

に の

乃（北鴨）
○２年女子 1.5km
　７位　山本　芽

め い

衣（中町）
○１年女子 1.5km
　１位　森　あん   （中町）
　２位　山浦さくら（内山）
　７位　山﨑　結

ゆ ん せ

惺（北鴨）

＜ ＞ローラースキー
（FIS・SAJ 公認大会）

◉高校生
○男子 10km クラシカル
　３位　祢津　利

り く う

空（中野立志館高校1年・西町）
○女子７km クラシカル
　５位　祢津　利

り ほ

宝（飯山高校３年・西町）
◉中学生
○男子 10km クラシカル
　３位　森　稟

り お

桜（２年・中町）
　４位　山田　梨

り ひ と

人（２年・柳久保）
○女子７km クラシカル
　３位　佐藤　遥

はるか

（３年・大町）
　４位　湯本　美

み つ き

月（３年・大町）
　５位　髙橋　実

み ら

楽（１年・柳久保）

 2019 木島平サマーノルディック大会
　９月７・８日に木島平クロスカントリー競技場で「2019 木島平サマーノルディック大会」が開催されました。
　１日目はノルディックマラソン、２日目はローラースキーの競技が行われました。
　ローラースキー競技は、全日本スキー連盟（SAJ）に加え、国内初の国際スキー連盟（FIS）公認大会として開
催され、日本代表選手を含む多くの選手が出場し、熾

し れ つ
烈な争いを繰り広げました。

◉ソフトバレーボール ◉ソフトボール

順　位 順　位

優　勝 優　勝チャレンジふう太 オールマイティーズ

ふう太んず B 宇木ソフト

ビオトープ OH! 町

準優勝 準優勝

第３位 第３位

チーム名 チーム名

木島平村 木島平村

町村名 町村名

木島平村 山ノ内町

木島平村 木島平村

※選手への敬称は省略しています。
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令和元年度 下高井郡球技大会

2019.10

◉ハーフ
○男子 40 歳代
　４位　小林　政

まさひと

仁（大町）
◉ 10km
○男子 30 歳代
　３位　岡　利

と し や

哉（スキー場）
○女子 40 歳代
　４位　山﨑　真

ま み

美（北鴨）

◉３km
○女子中学生
　１位　山﨑　吏

り お

桜（北鴨）
○男子小学６年生
　４位　三橋　大

は る と

翔（南鴨）
○男子小学５年生
　５位　山本　生

い ぶ き

吹（中町）
○女子小学５年生
　２位　山田　桃

も も こ

子（柳久保）
　４位　阿部　結

ゆ い な

奈（市之割）

【村内在住・出身の入賞者】

【大会結果】

第７回 北信州ハーフマラソン
　９月 22 日、第７回北信州ハーフマラソンが、本村を含む３市村で開催されました。
　台風の影響が心配されましたが、計 2710 人のランナーが秋の北信州を走り抜けました。
　道の駅ファームス木島平がスタートの 10km マラソンには、過去最多の 759 人の申込みがあり、例年以上に
賑わいを見せていました。

▲ 10km マラソンを
　スタートするランナーたち

第 56 回 高社山一周駅伝大会
　９月 16 日、第 56 回高社山一周駅
伝大会が山ノ内町役場を発着で開催
されました。
　雄大な高社山を背に、沿道から多
くの声援を受けながら 7 チームが粘
り強く走りました。
　木島平体協チームは健闘の結果、
３位となりました。

【駅伝の総合成績】
◉中高の部
　第 1 位　山ノ内町体協チーム
　第 2 位　中野市体協チーム
　第 3 位　木島平村体協チーム
◉オープンの部
　第 1 位　チーム NDF
　第 2 位　須坂上高井 A
　第 3 位　上水内ランナーズ

　９月 29 日、山ノ内町、木
島平村、野沢温泉村の３町
村で行う下高井郡球技大会
が村内で開催されました。
　当日は晴天に恵まれ、参
加者はいきいきとスポーツ
に打ち込んでいました。

◉バレーボール ◉マレットゴルフ

順　位 順　位

優　勝 優　勝野沢 木島平村 A

木島平村 B

木島平村 C

佐野

欅

野沢温泉村

山ノ内町

木島平村 木島平村

木島平村

木島平村

準優勝 準優勝

第３位 第３位

チーム名 チーム名町村名 町村名

けやき

◉木島平村体協チーム出場者
　第 1 区　栗林　侑

ゆ う き 


希 （大町）
　第 2 区　髙橋　汰

た も ん 


門 （柳久保）
　第 3 区　湯本　樹

たつき

　 （大町）
　第 4 区　本山　大

た い が 


雅 （中村）
☆第 5 区　山﨑　吏

り お

桜 （北鴨）
☆第 6 区　小林　政

まさひと

仁 （大町）
☆第 7 区　  森　 龍

りゅうき

希 （中町）
　第 8 区　祢津　利

り く う

空 （西町）
※ ☆は区間賞
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木島平小学校
６年１組②

No.205

全５号（９月号～令和２年１月号）にわたって、木島平小学校６年生の将来の夢を掲載します。

消
防
士

　

火
事
が
起
き
た
と
き
に
、
役
に

立
て
た
ら
い
い
な
と
思
う
の
で
、

消
防
士
に
な
り
た
い
。

小
田
切　

丈
じ
ょ
う

（
中
町
）

ダ
ン
サ
ー

　

私
の
趣
味
と
特
技
は
ダ
ン
ス
。

　

出
た
こ
と
の
な
い
コ
ン
テ
ス
ト

に
出
た
り
、
難
し
い
振
付
が
で
き

る
格
好
良
い

ダ
ン
サ
ー
に

な
り
た
い
。

小
林　

鈴す
ず
ほ歩

（
北
鴨
）

プ
ロ
野
球
選
手

　

10
歳
く
ら
い
で
阪
神
タ
イ
ガ
ー

ス
を
好
き
に
な
っ
た
。
阪
神
の
お

か
げ
で
も
う
一
度
野
球
を
始
め
ら

れ
た
の
で
、
プ

ロ
野
球
選
手

に
な
り
た
い
。

湯
本　

泰や
す
ひ
ら平

　
　
　
（
庚
）

パ
テ
ィ
シ
エ

　

お
菓
子
を
作
る
こ
と
が
好
き
で
、

上
手
に
で
き
た
と
き
に
は
、
す
ご

く
嬉
し
い
の
で
、
パ
テ
ィ
シ
エ
に

な
り
た
い
。

澤
田　

留る

い衣

　
　
（
中
村
）

ゲ
ー
ム
ク
リ
エ
イ
タ
ー

　

ゲ
ー
ム
を
し
て
い
る
と
き
が
楽

し
い
の
で
、
こ
の
楽
し
さ
を
伝
え

ら
れ
る
ゲ
ー
ム
を
作
り
た
い
。

島
嵜　

遼
り
ょ
う

　
　
（
中
村
）

車
関
係
の
仕
事

　

元
々
車
が
好
き
で
、
い
と
こ
の

お
父
さ
ん
が
乗
っ
て
い
る
車
が
格

好
良
か
っ
た
。
車
関
係
の
仕
事
に

就
い
て
、
格

好
良
い
車
に

乗
り
た
い
。

藤
巻　

頼ら
い
と人

　
　
（
稲
荷
）

 

10
月
は

　

児
童
手
当
の
支
給
月

　

10
月
は
、
児
童
手
当
の
支
給
月

で
す
。

　

対
象
と
な
る
ご
家
庭
は
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

◉
振
込
日　

10
月
15
日

◉
支
給
対
象
月　

６
～
９
月
分

◉
支
給
額　

　

次
の
と
お
り
支
給
さ
れ
ま
す
。

【
子
育
て
支
援
係　

内
線
２
０
５
】

年齢区分 支給月額
０～３歳 一律 15,000 円

３歳以上小学校修了前
第１・２子 10,000 円

第３子以降 15,000 円

中学生 一律 10,000 円

中学生までの児童１人につき



2019.10

15

学塾日本木島平校より
お　願　い

　校舎は本年 12月に完成する予定で、

完成後見学会を開く予定です。

　つきましては、 村民の皆さまに以下の３

つのお願いをいたします。

※なお、すべてハガキでご連絡ください。
１．座り机のご寄付
　（畳に座りながら学習できる机）

２．本のご寄付
　（子どもが読んで面白く、 かつ、 ため

　　になるような本。 古くても可です。）

３．小学生・中学生に対して先生を
　　やってみたい方の募集
　（副業が認められる時代です。 子ども

　　が好きで、 強い熱意がある方はぜひ

　　ご応募ください。 なお、 １週１回１時

　　間でも可です。）

申込先
　往郷 1485-1　芳川　和久
　　　　　☎ 0269-82-3972

有料広告スペース

　

９
月
20
日
に
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
２
０
１
９
が
開
幕
し
ま
し
た
。

　

日
本
は
、
開
幕
試
合
の
ロ
シ
ア
戦
と

世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
２
位
の
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
戦
に
勝
利
し
た
こ
と
で
、
大
き
な
盛

り
上
が
り
を
見
せ
て
い
て
、
テ
レ
ビ
や

新
聞
で
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
広
報
が
配
布
さ
れ
る
頃
に

は
予
選
プ
ー
ル
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
戦

ま
で
の
試
合
が
終
わ
り
、
決
勝
リ
ー
グ

へ
進
出
で
き
る
か
が
決
ま
っ
て
い
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
で
釘
付
け
に
な
っ
て
日
本
の

熱
戦
を
見
て
い
る
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
が
、
調
布
市
は
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
の
開
催
会
場
の
１
つ
と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
今
ま
さ
に
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

全
国
で
12
か
所
あ
る
会
場
の
う
ち
、

調
布
市
の
東
京
ス
タ
ジ
ア
ム
で
は
、
開

幕
戦
や
３
位
決
定
戦
を
含
む
全
８
試
合

と
多
く
の
試
合
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
毎
週
末
に
は
調
布
駅
前
で
フ
ァ
ン

ゾ
ー
ン
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ

が
行
わ
れ
、
大
い
に
賑
わ
い
を
み
せ
て

い
ま
す
。

　

フ
ァ
ン
ゾ
ー
ン
に
足
を
運
ん
で
み
ま

し
た
が
、
ラ
グ
ビ
ー
の
体
験
や
ス
テ
ー

ジ
ラ
イ
ブ
、
飲
食
エ
リ
ア
な
ど
多
数
の

出
展
物
が
あ
り
、
来
場
者
を
楽
し
ま
せ

て
い
ま
し
た
。

　
「
４
年
に
一
度
じ
ゃ
な
い
。
一
生
に

一
度
だ
。」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の

と
お
り
、
多
く
の
ラ
グ
ビ
ー
フ
ァ
ン
が

集
う
と
い
う
、
一
生
に
一
度
の
盛
り
上

が
り
を
皆
さ
ん
で
大
い
に
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

　

姉
妹
都
市
交
流
推
進
員　

瀧
澤
秀
介

姉
妹
都
市
通
信

調　

布

姉
妹
都
市
通
信

姉
妹
都
市
25
周
年

109

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で

盛
り
上
が
る
調
布

調布駅前は大混雑！

パブリックビューイングも大盛り上がり！



16

健　康

だより

血
圧
の
お
話
　
②
家
庭
で
の
血
圧
に
つ
い
て

健康福祉係
内線１２７

保健師
小林　彩

あ み

美

血 圧 の お 話
     ②家庭での血圧について
　先月は、血圧値の分類と降圧目標についてお話ししましたが、ご自分の血圧は
確認してみましたか。
　今月は、家庭での血圧についてお話します。

大切なのは、家庭での血圧測定

家庭血圧の正しい測定方法

　血圧は、呼吸や自律神経、季節や経年変化などによって常に変動しています。
　そこで大切なのは、家庭での血圧測定です。これにより、１日の中での変化や
季節による変化を知ることができ、内服薬の効きや量の調整などに有効です。
　家庭血圧と診察室血圧によって、次の図のように、４つに分類されます。

①血圧計を選びましょう
　上腕と手首のものがありますが、手首だと上手く動脈を圧迫できないことが
　あることから、上腕カフ血圧計がおススメです。
②どこで・どっちの腕を測るの？
　標準的には、利き腕でない側で、カフの高さを心臓の位置に
　合わせた状態で測りましょう。
③いつ・何回測ればいいの？
　できれば、朝晩の１日２回測りましょう。また、朝晩
　それぞれ２回ずつ測定し、平均値をその時の血圧値と
　して用いましょう。

村民祭の“健康まつり”で尿中塩分測定など血圧に関する体験などを行います。
ぜひ、健康まつりに足を運んでみてください。

※次回は、高齢者の血圧についてお話しします。

家庭
血圧

診察室
血圧

仮面高血圧 持続性高血圧

非高血圧 白衣高血圧

高

低 高

基準値
135/85mmHg

基準値
140/90mmHg

病院では発見できない
“仮面高血圧 ”

病院では高血圧ではないの
に、家庭血圧で高血圧を示
す“仮面高血圧”。
発見するには、家庭血圧の
測定が必要不可欠です。
高 血 圧 で な い 方 の 10 ～
15％、治療中でコントロー
ルが良い方でも 9 ～ 23％
に見られ、脳卒中や心臓病
などの発症リスクは、持続
性高血圧患者と同程度と言
われています。

カフ

〈朝の測定〉
・起床後１時間以内
・排尿後
・朝の服薬前
・座って１～２分の安静後

〈晩の測定〉
・寝る前
・入浴や飲酒の直後は避ける
・座って 1 ～ 2 分の安静後
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2019.10

村内各地区で 秋祭り
　９月中は毎週末、村内の各地区で秋祭りが行わ
れていました。
　獅子舞や天狗、ひょっとこなど、地区ごと受け
継がれた神楽の奉納がされ、天下泰平・五穀豊穣
などが祈念されました。（写真は稲荷区の獅子舞）

皆さんのまわりにある情報をお寄せ
ください。　政策情報係 / 内線 110

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
と
は
、

総
務
省
が
平
成
21
年
か
ら
始
め
た
制

度
で
、
簡
単
に
言
う
と
、「
都
市
地

域
の
人
が
、
人
材
不
足
に
悩
む
（
過

疎
）
地
域
に
移
住
し
定
住
を
図
る
支

援
を
し
よ
う
！
」と
い
う
も
の
で
す
。

　

移
住
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
ほ
と

ん
ど
の
人
が
、
今
あ
る
仕
事
を
手
放

し
て
新
し
い
地
へ
行
く
と
い
う
こ
と
。

い
き
な
り
知
ら
な
い
地
域
で
住
む
、

と
い
う
の
は
心
細
い
で
す
よ
ね
。

　
こ
の
制
度
で
は
、
都
市
住
民
が
協

力
隊
と
し
て
地
域
に
住
ん
で
活
動
す

る
最
長
３
年
間
の
任
期
中
は
、
国
の
特

別
交
付
税
を
財
源
に
、
給
料
や
活
動
費

の
面
で
支
援
が
受
け
ら
れ
る
の
で
す
。

　
制
度
発
足
当
初
は
全
国
で
１
０
０

人
未
満
だ
っ
た
隊
員
数
も
、
昨
年
に

は
５
０
０
０
人
を
超
え
、
受
入
自
治

体
数
も
今
で
は
１
０
０
０
地
域
以
上

と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
な
か
、
長
野
県
の
隊
員
数

は
な
ん
と
今
年
の
４
月
時
点
で
、
全

国
２
位
！
県
内
で
は
３
０
０
人
を
超

え
る
協
力
隊
員
が
、
各
地
域
で
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

よ
く「
青
年
海
外
協
力
隊
で
し
ょ
」

と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
ち
ら
は
Ｊジ

ャ

イ

カ

Ｉ
Ｃ
Ａ
の
事
業
で
、
外

務
省
が
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

　
青
年
海
外
協
力
隊
と
い
う
と
「
支

援
」
と
い
う
印
象
が
強
い
で
す
が
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
は
、
協
力
隊

自
身
も
そ
の
地
域
住
民
と
「
お
互
い

助
け
合
う
」
と
い
う
印
象
が
あ
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。

　
「
ど
う
や
っ
て
そ
の
地
域
に
決
ま

る
の
？
」
と
い
う
採
用
の
こ
と
や
、

活
動
内
容
に
つ
い
て
は
次
回
以
降
に

お
届
け
し
ま
す
。

　
そ
の
他
、
こ
ん
な
こ
と
も
知
り
た

い
・
聞
い
て
み
た
い
、
と
い
う
こ
と

が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
ご
意
見
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

※
あ
く
ま
で
、
一
協
力
隊
員
ひ
と
み

　
に
よ
る
意
見
で
あ
る
部
分
も
あ
り

　
ま
す
の
で
、
詳
し
い
情
報
は
、
総

　
務
省
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
や
、
移
住
定
住
推
進
機

　
構
Ｊジ

ョ

イ

ン

Ｏ
Ｉ
Ｎ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

　
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

こ
ん
に
ち
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
ひ
と
み
で
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
来

年
１
月
末
の
任
期
終
了
ま
で
残
り
あ
と
約
３
か
月
。
こ
の
ま
ま
い
く
と
、
そ
の

後
は
こ
の
村
で
活
動
す
る
現
役
の
協
力
隊
が
、
と
う
と
う
い
な
く
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
！
私
が
任
期
を
終
え
る
前
に「
そ
も
そ
も
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
っ

て
何
な
の
？
」
と
い
う
村
民
の
皆
さ
ま
の
素
朴
な
疑
問
に
お
答
え
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
　

制
度
っ
て
…
な
に
？

 

ち
な
み
に

発足当初 H21 年
隊員数 89 人

自治体数 31 か所

最新調査 H30 年
隊員数 53593 人

自治体数 1061 か所

引用：
総務省ホームページ

 産業企画室
　地域おこし協力隊
　　　西澤　仁

ひ と み

美
【木島平村観光振興局

0269-62-2201】
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Shimotakai
  Nourin
　 High
　   School

下
高
井
農
林
高
校　

掲
示
板
地
域
の
高
校
下
高
井
農
林
高
校
の
取
組
み
や

で
き
ご
と
を
紹
介
し
ま
す
。

ほうきサミットへの
取組み

～伝統産業「小沼ほうき」を

守りたい～

２年生研修旅行

北竜湖

カヌー体験

　

グ
リ
ー
ン
デ
ザ
イ
ン
科
地
域
資
源
活
用

コ
ー
ス
で
は
、
地
域
資
源
を
守
る
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
活
動
の
な
か
で
、
飯

山
市
常
盤
小
沼
地
区
で
生
産
さ
れ
て
い
る
伝

統
産
業
「
小
沼
ほ
う
き
」
に
着
目
し
ま
し

た
。
生
徒
た
ち
は
小
沼
ほ
う
き
の
保
護
の
た

め
「
小
沼
ほ
う
き
振
興
会
」
に
入
会
し
、
技

術
を
学
び
な
が
ら
振
興
会
の
一
員
と
し
て
活

動
を
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
９
月

７
日
、
第
１
回
ほ
う
き
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
し

ま
し
た
。
テ
ー
マ
を
「
地
域
の
課
題
を
探
る

～
伝
統
産
業
「
小
沼
ほ
う
き
」
伝
承
へ
の
取

り
組
み
～
」
に
設
定
し
、
約
40
人
の
参
加
者

に
ミ
ニ
ほ
う
き
作
り
を
指
導
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、確
か
な
技
術
を
学
び
、伝
え
、

明
治
以
来
の
１
０
０
年
と
い
う
歴
史
の
重
み

を
感
じ
な
が
ら
伝
統
産
業
を
守
れ
た
ら
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

９
月
11
～
13
日
、
２
年
生
63
人
は
中
部
・
関

西
方
面
へ
研
修
旅
行
に
行
き
ま
し
た
。（
飯
山

駅
か
ら
バ
ス
で
出
発
、
木
曽
、
岐
阜
県
を
通
り
、

大
阪
へ
向
か
い
ま
し
た
。）
木
曽
漆
器
館
・
木

曽
く
ら
し
の
工
芸
館
、
各
務
原
航
空
宇
宙
博
物

館
、
大
阪
府
立
大
学
植
物
工
場
、
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
ス
タ
ジ
オ
ジ
ャ
パ
ン
（
Ｕ
Ｓ
Ｊ
）、
あ
べ
の

ハ
ル
カ
ス
、
ニ
フ
レ
ル
な
ど
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

木
曽
で
は
地
元
の
伝
統
産
業
を
学
ん
だ
ほ

か
、
ア
グ
リ
サ
ー
ビ
ス
科
は
植
物
工
場
、
グ

リ
ー
ン
デ
ザ
イ
ン
科
は
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
で
、

生
産
・
建
設
現
場
の
最
先
端
技
術
に
つ
い
て

も
学
ん
で
き
ま
し
た
。
難
し
い
話
も
あ
り
ま

し
た
が
、
真
剣
に
話
を
聞
き
、
普
段
で
き
な

い
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
今
回
一
番
楽
し
み
に
し
て
い
た

の
は
Ｕ
Ｓ
Ｊ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
時
間

い
っ
ぱ
い
ま
で
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
回
り
、

買
い
物
を
楽
し
み
、
思
う
存
分
満
喫
し
て
い

ま
し
た
。

　

９
月
20
日
、
グ
リ
ー
ン
デ
ザ
イ
ン
科
２
年
生

32
人
は
、
学
校
近
く
の
北
竜
湖
で
カ
ヌ
ー
体
験

を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
体
験
を
通
し
て
、
北

信
地
域
の
豊
か
な
自
然
環
境
の
活
用
方
法
を
学

び
、
多
く
の
人
に
来
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
ど

の
よ
う
な
こ
と
が
必
要
に
な
る
の
か
学
習
し
ま

し
た
。

　

講
演
会
で
は
、
パ
ワ
ー
ド
ラ
イ
ブ
Ｒ
１
１
７

代
表
庚
敏
久
様
よ
り
、飯
山
市
で
企
業
し
た
き
っ

か
け
や
こ
の
地
域
の
自
然
環
境
に
つ
い
て
ご
講

演
い
た
だ
き
、「
近
く
に
住
ん
で
い
る
と
わ
か
ら

な
い
け
ど
、
少
し
離
れ
る
と
そ
の
価
値
が
わ
か

る
」
と
い
う
内
容
に
、
生
徒
た
ち
は
豊
か
な
自

然
環
境
の
価
値
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
考
え
て
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
カ
ヌ
ー
に
乗
る
た
め
の
事

前
学
習
と
し
て
２
人
１
組
で
パ
ド
ル
の
使
い
方

や
緊
急
事
態
の
対
処
方
法
を
学
び
、
２
人
乗
り

の
カ
ヌ
ー
に
乗
っ
て
湖
面
へ
漕
ぎ
出
し
ま
し
た
。

普
段
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
湖
面
か
ら
の
景
色

は
と
て
も
新
鮮
で
新
し
い
発
見
が
で
き
ま
し
た
。

駐 在 所
だ よ り

木島平村駐在所
☎ 0269-82-4137

　

私
た
ち
駐
在
所
の
警
察
官
は
、
地
域
の

安
全
、
安
心
を
守
る
た
め
、
次
の
よ
う
な

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

①
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動

　

犯
罪
予
防
・
検
挙
、
危
険
箇
所
の
把
握
、

交
通
指
導
・
取
締
り
な
ど
の
パ
ト
ロ
ー
ル

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

②
巡
回
連
絡

　

皆
さ
ま
の
ご
家
庭
を
訪
問
し
、
事
件
・

事
故
の
発
生
状
況
や
、
被
害
防
止
対
策
な

ど
の
情
報
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
日
常

生
活
で
の
様
々
な
相
談
事
や
警
察
に
対
す

る
意
見
・
要
望
を
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。

　

巡
回
連
絡
の
な
か
で
お
聞
き
し
た
皆
さ

ま
の
お
名
前
や
非
常
時
の
連
絡
先
な
ど

は
、万
が
一
皆
さ
ま
が
犯
罪
や
交
通
事
故
、

な
ど
に
あ
っ
た
場
合
に
、
ご
家
族
へ
の
連

絡
な
ど
に
使
用
し
ま
す
。
な
お
、
伺
っ
た

内
容
を
記
載
し
た
巡
回
連
絡
カ
ー
ド
は
駐

在
所
で
厳
重
に
保
管
し
て
い
ま
す

駐
在
所
の
活
動
に
つ
い
て
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若槻 徳
のりみち

道
巡査部長

寺田 久
ひさのり

徳
巡査

木 島 平 村 駐 在 所
こんな活動を実施中

③
事
件
・
事
故
の
捜そ
う
さ査

　

犯
罪
や
交
通
事
故
が
発
生
し
た
場
合

に
、
被
害
者
の
救
護
、
犯
人
の
逮た
い
ほ捕
、
逃

走
犯
人
の
手
配
や
聞
込
み
捜
査
、
目
撃
者

の
確
保
や
証
拠
品
の
押
収
、
現
場
の
実
況

見
分
な
ど
を
行
い
ま
す
。

④
情
報
発
信
活
動

　

ミ
ニ
広
報
誌
や
有
線
放
送
な
ど
で
事

件
・
事
故
の
防
止
に
役
立
つ
地
域
安
全
上

方
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

⑤
そ
の
他

　

落
と
し
物
・
拾
い
物
の
受
理
、
地
理
案

内
、
行
方
不
明
者
の
捜
索
・
保
護
の
ほ

か
、
地
域
と
連
携
し
た
問
題
の
解
決
運
動

な
ど
、
幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

10
月
20
日
（
日
）
ま
で
全
国
地
域
安
全

運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
運
動
と
は
、
安
全
で
安
心
な
地
域

社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
防
犯
意
識
を
高

め
て
も
ら
う
た
め
の
啓
発
活
動
で
す
。

全
国
地
域
安
全
運
動
の
実
施

野沢温泉村

　栄　村

飯　山　市 宝くじ文化公演　上妻宏光 STANDARD SONGS feat. 佐藤竹善 2019
～三味線と PIANO で奏でる名曲達～

おぼろ月夜の館特別展

日本の抒
じょじょうか

情歌を描く作家展

第 41 回栄村総合文化祭
第 21 回栄村収穫祭

　伝統を踏まえつつ時代に応じた感性を加え、ボーダレスに津軽三味線の”伝統
と革新”を追求し続けている上妻宏光。「多くの人に三味線の音色を聴いてもらい
たい」という想いから始めたStandard Songs公演にシングライクトーキングのボー
カリスト・佐藤竹善を迎えたステージです。
日　　　　時：11 月４日（月・祝）  開演 午後３時 30 分（開場 午後３時）
場　　　　所：飯山市文化交流館なちゅら　大ホール
プレイガイド：飯山市文化交流館なちゅら（前売券：大人 2,000 円、高校生以下 1,000 円）

　全国公募展「日本の抒情歌を描く」に入賞・入選に輝いた 10 名の作家作品約 90 点を
展示しています。
場　　所：おぼろ月夜の館　　　　　　　　　開催期間：10 月 27 日（日）まで
入  館  料：大人 300 円、小中学生 150 円　　　営業時間：午前９時～午後５時
休  館  日：月曜日

　園児、小学生、中学生、村民の文化活動の発表が文化会館で行われ、外では収
穫祭が開催されます。新米やキノコなど美味しいものを用意してお待ちしていま
すので、ぜひ、ご来場ください。
期日：10 月 20 日（日）　　　　　　　　　 　　 会　場：栄村文化会館及び周辺
時間：文化祭 午前９時 30 分～午後３時　                　 問合せ：文化祭　教育委員会事務局 ☎ 0269-87-3118
　　　収穫祭 午前 10 時 00 分～午後１時 30 分                 収穫祭　産業建設課 ☎ 0269-87-3113
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10月
15

火
　

文
化
財
専
門
委
員
会　

15
時
～

16

水
　

心
配
ご
と
相
談　

９
時
～
12
時

17

木

18

金
　

民
生
児
童
委
員
協
議
会
定
例
会　

14
時
～

19

土
　

板
橋
区
民
ま
つ
り　
（
～
20
日
）

20

日
　

村
民
運
動
会　

８
時
30
分
～

　

早
稲
田
大
学
稲
門
祭

21

月

22

火

23

水
　

粗
大
ご
み
回
収
（
～
24
日
）

24

木
　

６
団
体
親
善
球
技
大
会　

13
時
～

25

金
　

木
島
平
村
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会　

15
時
～

26

土
　

村
民
祭　

８
時
45
分
～

27

日
　

樽
滝
出
現　

８
時
30
分
～
15
時　

高
島
平
ま
つ
り

　

休
日
エ
コ
プ
ラ
ザ　

９
時
～
11
時
45
分

　

Ｓ
Ｅ
Ａ 

Ｔ
Ｏ 

Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｍ
Ｉ
Ｔ　

10
時
30
分
～

28

月

29

火
　

農
業
委
員
会
総
会　

16
時
～

30

水　

教
育
委
員
会
定
例
会　

15
時
30
分
～

31

木

村
税
等
口
座
振
替
日

村
税
等
納
付
期
限

広
報
配
布
日

即
位
礼
正
殿
の
儀

10 月の村税等の口座振替日は 10月 25 日（金）です。
前日までに口座残高の確認をお願いします。

伝
言
板

借
金
問
題
に
関
す
る

無
料
相
談
会

　

借
金
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
で
、

１
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。

　

県
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
多

重
債
務
な
ど
借
金
に
関
す
る
無
料

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

弁
護
士
・
司
法
書
士
に
よ
る
相

談
を
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
の
で

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◉
日
時

　

10
月
25
日
（
金
）

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

◉
場
所

　

北
信
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
長
野
市
）

◉
相
談
は
、
予
約
制

　

予
約
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

へ
電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
予
約
電
話
は
10
月
23
日

（
水
）
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

（
平
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。）

◉
問
合
せ

　

北
信
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
６
―

２
２
３
―

６
７
７
７

第
２
回
福
祉
の
職
場
説
明
会

　

北
信
地
区
を
中
心
に
50
社
前
後

の
求
人
事
業
所
が
参
加
し
、
施
設

や
仕
事
等
の
説
明
や
面
接
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

◉
日
に
ち　

11
月
１
日
（
金
）

◉
時
間

 

○
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

　
　

午
後
０
時
30
分
～
１
時
30
分

 

○
説
明
会
・
就
職
面
接
会

　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

◉
会
場　

ホ
テ
ル
信
濃
路

◉
そ
の
他

　

参
加
費
無
料
、
申
込
不
要
、

　

履
歴
書
不
要
、
服
装
自
由

◉
問
合
せ

　

長
野
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
６ 

― 

２
２
６ 

― 

７
３
３
０

もったいない情報

ゴミの減量化作戦
きちんと分別　燃やせるごみと資源ごみ

譲ります（無償）
・スタッドレスタイヤ
　（145/80 R13 鉄ホイール付き）４本
・三輪車（子ども用）
・そり　　　　　　・ジュニアシート
・ベビーチェア　　・スキー　　
・ベビーバス

　生活環境係に連絡いただくと、登録者をご紹介します
ので、当事者間で交渉を行ってください。なお、交渉成
立後に生じた問題は当事者間で解決してください。
　また、譲りたい、譲ってほしい品物がある人は、随時
受け付けていますのでご連絡ください。
　掲載期間が６か月を経過した品物は、ふう太ネットで
ご確認ください。　　　　　【生活環境係　内線１２２】

エコパーク寒川
燃やせる

ごみ処分量
令和元年９月 平成 30 年９月 前年同月比
70,280kg 66,190kg 106％

燃えない
ごみ処分量

令和元年９月 平成 30 年９月 前年同月比
4,390kg 3,290kg 133％

燃やせるごみ処分量を減らしましょう。
分別収集とリサイクルにご協力ください。
ルールを守り、気持ち良くゴミを出しましょう。
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11月
公
民
館
関
係
の
行
事
は
32
ペ
ー
ジ「
こ
よ
み
」

社
協
関
係
の
行
事
は
37
ペ
ー
ジ
「
社
協
の
予
定
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い

1

金
　

木
島
平
小
学
校
開
校
10
周
年
記
念
音
楽
会
・
式
典　

９
時
～

2

土

3

日

4

月

5

火
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
推
進
委
員
会　

18
時
～

6

水
　

心
配
ご
と
相
談　

９
時
～
12
時

7

木
　

健
康
相
談
・
介
護
相
談　

９
時
～
11
時

8

金

9

土
　

差
別
を
な
く
す
村
民
大
会　

13
時
30
分
～

10

日
　

健
康
セ
ミ
ナ
ー 

歩
行
姿
勢
健
診　

10
時
～

11

月

12

火

13

水
　

戦
没
者
満
州
開
拓
殉
難
者
追
悼
平
和
祈
念
式　

９
時
30
分
～

14

木

15

金

広
報
配
布
日

【10 月 20 日（日）～ 11 月 19 日（火）】

市町村 火災 救助 救急 市町村 火災 救助 救急 市町村 火災 救助 救急

木島平村 0 0 23 野沢温泉村 1 0 17 その他 1 0 4

飯山市 0 1 103 栄村 0 0 10 《合計》 2 1 157

件 件 件 件 件件 件件 件９月の出動件数（岳北消防本部）

受付：13：00 ～ 13：30
会場：保健センター
☆麻しん風しん混合：10 月 28 日（月）
　対象：平成 30 年５～７月生まれ
　　　   平成 26 年１～３月生まれ
☆水痘：11 月７日（木）
　対象：平成 30 年２～４月生まれ
　　　   　　　　  ８～ 10 月生まれ
☆四種混合：11 月11日（月）
☆Ｂ型肝炎：11 月18 日（月）

日付：10 月12 日（月）
受付：11：45 ～ 12：00
場所：木島平クリニック
対象：平成 31年３月生まれ

日付：10 月 30 日（水）
受付：13：00 ～ 13：30
場所：保健センター
対象：令和元年６月生まれ
　　   平成 31年３月生まれ
　　   平成 30 年３・10 月生まれ
　　   平成 29 年９月生まれ
　　   平成 28 年９月生まれ

日付：11 月13日（水）
受付：13：15 ～ 13：45
会場：保健センター
対象：令和元年７～９月生まれ

日時：11月７日（木） ９：00 ～11：00
会場：保健センター

子育て中の保護者同士の交流・ふれ
あいの場として、地域の子育て家庭
に、おひさま保育園のプレールーム
を開放します。
日時：月曜日～金曜日（保育園開所日）
　　９：00 ～ 11：30

場所：おひさま保育園プレールーム
 10 月 29 日（火）　９：45 から
　外遊びを楽しもう（園庭開放）
 11 月７日（木）　10：15 から
　親子ふれあいリトミック
 11 月13日（水）　９：45 から
　外遊びを楽しもう（園庭開放）
11 月19 日（火）　10：00 から
　薬剤師さんに聞いてみよう

予 防 接 種

BCG 予防接種

乳幼児健診

乳児整形検診

子ども健康相談

おひさま広場

おひさま教室

再確認　時には必要　うたがう心



平
成
30
年
度　

決
算
審
査

令
和
元
年
第
３
回
定
例
会

　

全
議
員
に
よ
る
「
予
算
決
算
常
任

委
員
会
」
（
土
屋
喜
久
夫
委
員
長
）

が
３
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
、
令
和

元
年
度
補
正
予
算
と
平
成
30
年
度
決

算
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

　

各
課
（
課
長
・
係
長
）
か
ら
の
説

明
と
質
疑
、
意
見
交
換
に
よ
る
審
査

の
結
果
、
全
会
一
致
で
認
定
と
な
り

ま
し
た
。

　

議
会
で
は
、
決
算
は
「
終
わ
っ
た

こ
と
」
と
い
う
認
識
で
は
な
く
、
今

後
の
事
業
の
あ
り
方
や
、
次
年
度
の

予
算
編
成
等
に
活
か
し
て
も
ら
う
た

め
の
大
事
な
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
捉
え

て
い
ま
す
。

令和元年９月第３回定例会
平成30年度決算など37議案を審議

８月29日から９月13日まで

　

今
議
会
に
上
程
さ
れ
た
議
案
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

・
条
例
案
　
　
　
　
　
　 

（
９
件
）

・
令
和
元
年
度
補
正
予
算 

（
11
件
）

・
平
成
30
年
度
決
算
　
　 

（
12
件
）

・
事
件
案
　
　
　
　
　
　 

（
１
件
）

・
人
事
案
　
　
　
　
　
　 

（
３
件
）

・
専
決
処
分
の
承
認
　
　 

（
１
件
）

No.221

議会に対するご意見
をお聞かせください。

発行：木島平村議会
編集：議会だより編集委員会

☎0269-82-3111
（内線150番）

gikai@vill.kijimadaira.lg.jp

お電話の場合

E-mail の場合
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定　例　会　の　あ　ら　ま　し

日付 主な内容 詳細

８月29日㈭

・開　会　
・監査報告
・議案上程
　　　ほか

◎会期の決定
◎６月定例会以降の行政報告（村長）
◎平成30年度一般会計及び特別会計（計12会計）監査報告
　　　　　　　　　　　　　  （渡邉吉基 代表監査委員）
◎議案上程 ⇒ 所管の常任委員会へ付託 ほか

全員協議会
◎村からの報告事項（内容は25ページ）と質疑。
◎議員間での協議 ほか

９月３日㈫
　　４日㈬
　　５日㈭

予算決算
常任委員会
（全議員）

◎「平成 30 年度決算」、「令和元年度補正予算」、「事業の
　進捗状況」などについて、各課から説明、質疑、審議等

９月６日㈮ 全員協議会

◎農業振興公社、木島平観光㈱、観光振興局、社会福祉
　協議会の経営状況報告
◎人権研修講座
◎村内視察（平塚発掘状況、新庁舎内建築状況）

９月７日㈯
９月８日㈰

調布市訪問

◎市役所訪問 
◎調布市議会議員との懇談会
◎調布市花火大会
◎武者小路実篤記念館・深大寺ほか見学 （詳細は27ページ）

９月１０日㈫
９月１１日㈬

一般質問
◎８人の議員が、村政の課題に対して質問
（各議員の質問項目は31ページ、要旨は11月号に掲載予定）

９月１２日㈭
総務民生文教

・
産業建設

常任委員会 ほか

◎付託された条例案について、各常任委員会で審議
◎「審査意見」について協議

９月１3日㈮
全員協議会

◎人事案および追加議案についての詳細な説明や質疑、
　議員間での協議 ほか

採　決
◎各常任委員長による委員会審査の報告・採決
◎追加議案上程および採決
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（主旨抜粋）

　令和元年６月 第２回議会定例会で出された「審査意見」に対する村の対応の報告です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（８月29日本会議「諸般の報告」より）

「６月議会の審査意見」に対する村の対応

意見①　介護保険制度が創設され20年が過ぎようとし
ている。給付費も、当初に比べ倍増しており、
高齢化の進む中、更に増高の心配がある。

　　　高齢になっても健康で暮らせる村を目指して、
更に施策を展開されたい。

　

意見②　ファームス木島平の東側を流れる蛭川と県道
飯山野沢温泉線に挟まれた土地に、周囲を銀色
の工事用フェンスで囲われた廃棄物を保管して
いると思われる施設ができている。この施設に
ついて、村民から不安の声が上がっているので、
法律に抵触していないか、関係機関と連携をと
りながら確認するとともに、不測の事態を招か
ないよう動向等に注視されたい。

総務民生文教常任委員会
意見 対応①　介護保険に頼らず高齢になっても健康

で暮らせるよう、「筋力アップ教室」や「介
護予防ミニデイサービス」など、介護予
防事業に積極的に取り組んでいる。もっ
と多くの方に参加してもらえるように、
内容の充実を図っていきたい。

対応②　現時点では、法律に抵触している状況
は確認されていない。

　　　　引き続き、関係機関（警察、県北信地
域振興局環境課、飯山市）と連携を取り
ながら、情報共有を図っていく。

　　　　現在は、村及び関係機関それぞれが動
向等を注視している。

意見①　旧北部小学校のグラウンドに住宅団地と村営
住宅の建設計画があるが、事業を進めるにあた
り進捗に支障をきたさないよう関係部署との情
報共有を図られたい。

産業建設常任委員会
対応①　村が計画する住宅団地等の事業の進捗

に支障が出ないよう、関係部署との情報
共有を図り、村有地を貸付けている法人
との調整を十分行いながら事業を進める。

意見①　カヤの平高原ロッジの受託者が決定し、管理
委託で現在営業をされているが、日本の風景を
代表する傑出した自然の景勝地である上信越高
原国立公園内に位置するカヤの平高原について、
さらに魅力アップされるよう推進されたい。

意見②　そば振興のために集落支援員制度を活用して
後継者の人材確保を進めるとのことだが、そば
打ち研究会など既存の組織の活用も含めて対応
を検討されたい。

予算決算常任委員会
意見 対応①　ロッジは、今年度から３年契約で「合

同会社ドブ平組」に施設を貸付けし、営
業を行っている。今後も受託者と連携し
ながら、カヤの平全体を魅力あるものに
していきたい。

　　　　また、カヤの平高原の魅力を効果的に
発信し、さらに魅力ある企画も検討しな
ければならないと考えている。

対応②　そば振興のための人材確保は、外部か
らではなく、そば打ち研究会など既存
の組織も含めた中で、人材確保に努め
ていく。

意見

意見

意見

対応

対応

対応

対応

対応

➡

➡

➡

➡

➡
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決算に対する監査委員からの意見 （８月29日　本会議「監査報告」より抜粋）

　実質公債費比率（※ 4）が 12.6％で前年度対比 0.5 ポイント増となった。新庁舎の建設や公
共施設の維持管理に伴い、実質公債費比率はさらに上昇し、数年後にはピークを迎えると予想
されている。今後とも公共施設の維持管理にあたっては、管理計画に基づき総合的な判断のも
と、実質公債費比率が 18％を超えないよう計画的に対応されたい。
　また、「地方公共団体財政健全化法」による「４指標」（※ 5）についても、数値に注視し、
健全な財政状態の維持を図られたい。

≪財政の構造として≫

①本年度の村税の不納欠損（※1）額は、500万
1,436円となっている。要因を再検証し、税負
担の公平を欠かないよう回収に努められたい。

≪総括として≫

③経費をいかに抑え軽減できるかは財政運営に
とっては肝要な事項。日頃から節約に努めら
れているが、さらに電気料や燃料代等経費全
般の削減に努められたい。

②自主財源の確保は、財政運営において重要課
題である。村税・料金等における滞納金の徴
収にあたり、対策会議等を設けて推進されてい
るが、さらに各係間で情報を共有し連携を図り
ながら引き続き徴収の強化に努められたい。

④資金前渡（※ 2）は「支払いが終わった日か
ら５日以内」、概算払い（※ 3）は「金額が確
定したときは速やかに」精算することとされ
ているが、平成 30 年 5 月の起票から精算が
完了するまで、ほぼ１年を費やしているもの
があった。財務規則に従って職員が確実に処
理するよう徹底するとともに、管理体制の強
化を図られたい。

⑤個人情報の管理権限等は、規則等に定められ
ているが、管理職の権限に関わらず担当職員
が業務を行っている。個人情報の保護は重要
な課題であることから、早急に規則等に基づき
管理運営体制の徹底を図られたい。

平成 30 年度決算の
監査報告をする
渡邉吉基代表監査委員

（※１～５の用語は、左ページで解説）

⑥馬曲温泉いきいきデー（福祉バス）は平成
25年に比べ利用者が半減している。村民の福
祉向上の面から大切な事業となっているので、
工夫をして利用者の増加対策を図られたい。

⑩国民健康保険事業の安定した運営を進めるた
めには、被保険者の健康管理に意を注ぎ、病
気にならないこと、病気の早期発見・治療が
肝要である。人間ドック検診料助成事業など
取り組まれているが、受診率の更なる向上と
病気予防対策に積極的に取り組まれたい。

⑦人口が減少しているにもかかわらず燃やせる
ごみが増加傾向にある。減量化への目標達成
に向けた具体的な取組み 5 項目のうち 3 項
目が未実施（達成度 0％）であった。なぜ達
成できなかったのか再検証し、分別・減量に
向けた指導が徹底されるよう検討されたい。

⑨平成 31 年 3 月定例会で「ふう太の杜森林整
備事業」が「村有林木材売払収入」として計
上され、660万円入金となった。この議案は、
ふう太の杜の木材を新庁舎に集積材として利
用するため、平成 26 年 3 月定例会に上程さ
れた。その後、同年 5 月臨時会で新庁舎建
設予算が否決されたが、伐採は継続された。
本来、否決の段階で新規または別事業として
予算計上されるべきだが、売却の収支が簿外
で進められた。このような取扱いは特異なも
のと判断する。原因を究明し、今後このよう
なことが無いよう改善を図られたい。

⑧「特産品開発推進奨励補助金交付要綱」に補
助対象事業は「村内資源を使った加工品」と
ある。今回交付の事業には明確な書類が添付
されていないので、確認できる書類を添付さ
れたい。



 

８
月
29
日
（
木
）

①
幼
児
教
育
無
償
化
の
実
施
に
つ
い
て

　

10
月
１
日
か
ら
の
幼
児
教
育
無
償

化
に
伴
い
、
予
算
の
補
正
、
職
員
体

制
の
見
直
し
、
例
規
の
改
正
等
が
行

わ
れ
れ
る
旨
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

②
道
の
駅
フ
ァ
ー
ム
ス
木
島
平
に
つ
い
て

　

１
年
間
（
昨
年
７
月
～
今
年
６
月
）

の
店
舗
ご
と
の
収
支
内
訳
が
示
さ
れ
ま

し
た
。
営
業
利
益
は
３
店
舗
の
合
計
で

約
５
５
４
万
円
で
し
た
。

　

ま
た
、
交
流
ホ
ー
ル
の
空
調
設
置
工

事
（
予
算
１
３
５
５
万
円
）
お
よ
び
マ

ル
シ
ェ
ホ
ー
ル
の
屋
根
改
修
・
ホ
ー
ル

内
装
区
画
工
事
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

屋
根
は
、
老
朽
化
部
分
の
み
の
改
修

（
６
１
０
０
万
円
：
想
定
耐
用
年
数
10

年
）
と
全
面
改
修
（
７
９
０
０
万
円
：

想
定
耐
用
年
数
20
～
30
年
）
の
２
つ
の

案
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

③
新
庁
舎
の
備
品
購
入
計
画
に
つ
い
て

　

新
庁
舎
で
使
用
す
る
備
品
に
つ
い
て
、

再
利
用
す
る
も
の
・
購
入
が
必
要
に
な

る
も
の
の
一
覧
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

破
損
等
が
少
な
く
、
今
後
も
長
期
間

に
渡
り
使
用
で
き
る
備
品
は
再
利
用
し

ま
す
が
、
事
務
机
は
パ
ソ
コ
ン
に
対
応

し
た
も
の
を
、
椅
子
は
新
庁
舎
の
床
に

適
し
た
も
の
を
購
入
す
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
財
産
取
得
（
備
品
購
入
）
の

議
案
は
、
第
５
回
臨
時
会
で
上
程
さ
れ

ま
し
た
。

　 

10
月
３
日
（
木
）

　

新
庁
舎
の
増
工
に
係
る
経
費
に
つ
い

て
次
の
通
り
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

①
建
築
（
外
構
工
事
ほ
か
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

約
８
８
０
万
円

②
電
気
（
電
源
切
替
え
に
係
る
費
用
ほ
か
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

約
５
２
０
万
円

③
機
械
（
空
調
機
ダ
ク
ト
の
変
更
ほ
か
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

約
90
万
円

　

新
庁
舎
建
設
に
係
る
予
算
内
に
は
納

ま
り
ま
す
が
、
変
更
契
約
が
必
要
と
な

る
た
め
、
再
び
臨
時
会
が
開
か
れ
る
予

定
で
す
。
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前
ペ
ー
ジ
の
用
語
解
説

※
１　

不
納
欠
損

　

滞
納
し
た
税
は
５
年
の
時
効
が
あ
り

ま
す
が
、
回
収
不
能
を
防
ぐ
た
め
、
時

効
中
断
の
手
続
き
（
最
大
５
年
間
延
長

で
き
る
）
が
あ
り
ま
す
。
時
効
を
迎
え

る
と
、そ
の
分
は
「
損
失
」
と
し
て
「
不

納
欠
損
」
と
な
り
ま
す
。
滞
納
者
の
破

産
宣
告
、
死
亡
な
ど
の
場
合
に
不
納
欠

損
に
な
る
こ
と
が
一
般
的
で
す
。

※
２　

資
金
前
渡

　

交
通
費
な
ど
現
金
払
い
を
す
る
も
の

に
つ
い
て
、
支
払
い
期
日
よ
り
前
に
現

金
を
渡
す
こ
と
。

※
３　

概
算
払
い

　

支
払
額
が
未
定
の
と
き
に
、
お
よ
そ

の
見
積
額
を
支
払
う
こ
と
。

　

※
２
・
※
３
と
も
精
算
後
に
使
用
し
な

　

か
っ
た
（
余
っ
た
）
お
金
は
、
村
に
戻

　

し
ま
す
。

※
４　

実
質
公
債
費
比
率

　

村
の
年
間
の
収
入
に
対
し
、
借
金
返

済
額
が
占
め
る
割
合
を
示
す
数
値
。

　

こ
の
比
率
が
18
％
を
超
え
る
と
、
新

た
な
借
金
を
す
る
に
は
、
国
や
県
の
許

可
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
５　
「
地
方
公
共
団
体
財
政
健
全
化
法
」

　

に
よ
る
「
４
指
標
」　　

　
「
地
方
公
共
団
体
財
政
健
全
化
法
」

と
は
、
地
方
自
治
体
の
財
政
破は

た
ん綻
を
早

い
段
階
で
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
法
律
。
公
表
さ
れ
る
財
政
指
標
は
次

の
４
つ
。

①
実
質
赤
字
比
率（
本
村
で
は
生
じ
て
い
ま
せ
ん
）

　

村
の
一
般
収
入
額
に
対
す
る
赤
字
額

の
割
合
。

　

４
指
標
と
も
数
値
が
大
き
い
ほ
ど
財
政

状
況
は
悪
い
と
さ
れ
ま
す
。

全
員
協
議
会

令
和
元
年 

第
５
回 

臨
時
会

契
約
の
目
的

新
庁
舎
備
品
購
入

事
業

工
事
場
所

新
庁
舎
１
・
２
階

概　
　
　

要

事
務
・
会
議
デ
ス
ク
、

椅
子
等

契
約
金
額

１
３
３
１
万
円

契
約
の
相
手
方

㈱
穂
高

全
員
協
議
会

②
連
結
実
質
赤
字
比
率（
生
じ
て
い
ま
せ
ん
）

　

村
の
収
入
額
に
対
す
る
全
会
計
（
特

別
会
計
、
公
営
企
業
会
計
含
む
）
の
赤

字
額
の
割
合
。
財
政
の
「
全
体
像
」
を

と
ら
え
る
の
が
こ
の
指
標
の
目
的
で
す
。

③
実
質
公
債
費
比
率
（
前
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
）

　

村
の
年
間
の
収
入
に
対
し
、
借
金
返

済
額
が
占
め
る
割
合
を
示
す
数
値
。

④
将
来
負
担
比
率（
０
％
以
下
で
し
た
）

　

今
後
、
返
済
が
必
要
な
村
の
借
金
の

総
額
が
、
村
の
年
間
収
入
の
何
倍
に
相

当
す
る
か
を
示
す
数
値
。
公
社
や
第
三

セ
ク
タ
ー
ま
で
含
み
ま
す
。

　

10
月
３
日
（
木
）
全
員
協
議
会
が
開

か
れ
、
次
に
つ
い
て
、
採
決
し
ま
し
た
。

■
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

事
　
件

１
件
（
可
決
）
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生
涯
学
習
課
の
樋
口
和
雄 
専
門
幹

が
講
師
と
な
り
、
冊
子
『
雪
ん
子
～
部

落
の
あ
ゆ
み
と
人
権
同
和
教
育
～
』
を

教
材
に
し
て
人
権
研
修
講
座
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
部
落
の
歴
史
を
中
心
に
解

説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
戦
国
時
代

か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
、
部
落
の
人

た
ち
は
高
い
技
術
力
を
持
ち
、
武
具
づ

く
り
や
皮
革
製
造
を
行
っ
て
い
た
こ
と
、

犯
罪
者
の
取
り
締
ま
り
や
護
衛
を
行
い
、

社
会
や
文
化
を
支
え
る
役
割
を
果
た
し

て
い
た
こ
と
な
ど
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

明
治
に
な
る
と
、「
解
放
令
」
に
よ
り
、

例
え
ば
、
皮
革
関
連
産
業
に
大
き
な
会

社
が
で
き
た
り
す
る
と
、
被
差
別
部
落

の
産
業
は
衰
退
し
て
い
っ
た
そ
う
で
す
。

　

限
ら
れ
た
時
間
で
の
研
修
だ
っ
た
た

め
、
議
員
か
ら
は
再
度
研
修
の
機
会
を

設
け
て
ほ
し
い
と
の
声
も
あ
り
ま
し
た
。

　

発
掘
調
査
が
進
ん
で
い
る
平
塚
遺
跡

の
状
況
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

平
塚
遺
跡
調
査
主
任
の
中
島
庄
一
さ

ん
に
よ
る
と
、
弥
生
時
代
ご
ろ
の
身
分

の
高
い
人
が
葬
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

人
の
手
に
よ
る
地
道
な
作
業
の
な
か
、

新
た
な
歴
史
的
な
発
見
に
期
待
が
膨
ら

み
ま
す
。

　

建
設
中
の
役
場
新
庁
舎
内
を
視
察
し

ま
し
た
。

　

建
設
は
順
調
に
進
ん
で
お
り
、
予
定

通
り
竣
工
（
11
月
末
）
と
の
こ
と
で
す
。

　

な
お
、
12
月
議
会
定
例
会
は
現
庁
舎

で
行
い
ま
す
の
で
、
新
庁
舎
で
の
定
例

会
は
３
月
か
ら
と
な
り
ま
す
。

９
月
６
日（
金
）

人
権
研
修
講
座

９
月
６
日（
金
）

平
塚
遺
跡
発
掘
状
況
視
察

９
月
６
日（
金
）

役
場
新
庁
舎
建
設
状
況
視
察

人権研修講座

平塚遺跡

発掘作業の様子

２階会議室　内装工事の様子  １階　内装工事の様子 村体育館側から見た工事の様子

　

９
月
議
会
会
期
中
、
研
修
や
村
内

視
察
、
調
布
市
議
会
と
の
交
流
を
行

い
ま
し
た
。
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村
議
会
で
は
、
議
員
に
就
任
し
た
年

に
調
布
市
を
訪
問
し
、
就
任
の
あ
い
さ

つ
を
兼
ね
て
、
調
布
市
議
会
議
員
と
の

交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　　　

今
回
は
、
調
布
市
議
会
か
ら
の
お
招

き
で
、
調
布
市
花
火
大
会
に
あ
わ
せ
て

訪
問
し
ま
し
た
。

　

９
月
７
日
の
昼
食
会
で
両
議
員
の
交

流
を
行
い
ま
し
た
。

　

調
布
市
議
会
議
員
は
28
人
。
年
齢
も

30
歳
か
ら
80
歳
ま
で
と
幅
広
く
、
情
報

交
換
な
ど
様
々
な
意
見
を
交
わ
し
て
交

流
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、夕
方
か
ら
夜
に
か
け
て
、調
布

市
議
会
議
員
と
花
火
を
観
賞
し
ま
し
た
。

　

９
月
８
日
は
、
調
布
市
議
会
事
務
局

職
員
の
案
内
で
、「
武む

し

ゃ

こ

う

じ

者
小
路
実さ

ね
あ
つ篤

記

念
館
」
を
視
察
し
ま
し
た
。
武
者
小
路

実
篤
は
、
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の

小
説
家
・
詩
人
で
す
が
、
そ
の
ほ
か
に

戯ぎ
き
ょ
く曲
（
演
劇
の
台
本
、
ま
た
そ
の
形
式

で
書
い
た
文
芸
作
品
）
や
画
業
で
も
活

躍
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
作
品
に
『
お
目

出
た
き
人
』
や
『
友
情
』
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
国
の
登
録
有
形
文
化
財
で
あ

る
「
旧
武
者
小
路
実
篤
邸
」
も
見
学
し

ま
し
た
。
70
歳
か
ら
90
歳
で
亡
く
な
る

ま
で
20
年
間
、
実
篤
は
そ
の
自
宅
で
文

芸
作
品
や
多
く
の
書
画
を
制
作
し
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
深じ

ん
だ
い
じ

大
寺
に
移
動
し
、
東
日

本
最
古
の
国
宝
仏
「
白は

く
ほ
う
ぶ
つ

鳳
仏
」
を
拝
観

し
ま
し
た
。

　

深
大
寺
は
、
縁
結
び
の
信
仰
を
あ
つ

め
て
い
る
「
深じ

ん
じ
ゃ
だ
い
お
う

沙
大
王
」
を
ま
つ
る
お

寺
で
す
。

　

春
に
「
お
田
植
え
の
儀
」
で
木
島
平

米
の
田
植
え
を
行
い
、
秋
に
収
穫
さ
れ

る
稲
は
、
縁
結
び
開
運
の
お
守
り
と
な

り
ま
す
。

　

お
昼
に
は
、
調
布
市
議
会
の
渡
辺
進

二
郎
議
長
と
宮
本
和
実
副
議
長
と
と
も

に
深
大
寺
そ
ば
を
堪
能
し
ま
し
た
。

調布市議場

９
月
７
日（
土
）～
８
日（
日
）

調
布
市
訪
問

調布市花火大会

武者小路実篤記念館旧武者小路実篤邸

深大寺深大寺境内
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　■

情
報
通
信
施
設
条
例
の
一
部
改
正

■
下
水
道
条
例
の
一
部
改
正

■
高
社
簡
易
水
道
条
例
の
一
部
改
正

■
水
道
条
例
の
一
部
改
正

■
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

　
　
　
　
　

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

い
ず
れ
も
消
費
税
の
税
率
改
正
に
伴

う
使
用
料
や
手
数
料
な
ど
の
改
正
。

■
税
条
例
の
一
部
改
正

　

刑
事
施
設
（
刑
務
所
や
拘
置
所
）

に
収
容
さ
れ
て
い
る
人
の
国
民
健
康

保
険
料
の
減
免
の
実
施
が
、
県
の
統

一
的
な
扱
い
に
な
っ
た
こ
と
に
伴
う

条
文
の
改
正
。

■
印
鑑
の
登
録
及
び
証
明
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　

条
例
の
一
部
改
正

　

住
民
票
や
個
人
番
号
カ
ー
ド
等
へ

の
旧き

ゅ
う
う
じ氏

の
記
載
が
可
能
と
な
る
条
例

の
改
正
。

■
人
権
擁
護
に
関
す
る
条
例
の一

部
改
正

　

人
権
三
法
（
※
）
に
基
づ
き
、
人
権

尊
重
を
よ
り
推
進
す
る
た
め
の
条
文
の

改
正
。

■
若
者
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
改
正

　

１
階
の
花
嫁
控
室
を
会
議
室
に
改
修

し
た
こ
と
に
伴
う
名
称
の
改
正
。

■
一
般
会
計
（
第
３
号
）

　

歳
入
・
歳
出
で
１
０
５
７
万
１
千
円

を
増
額
。

　

総
額
は
、
40
億
２
１
１
４
万
６
千
円
。

《
主
な
補
正
内
容
》

　
　
　
　
　

 

（
１
万
円
未
満
四
捨
五
入
）

○
人
件
費

・
現
時
点
で
の
職
員
体
制
に
お
け
る
人

　

件
費
。　
　

 　

  

（
▲
６
６
０
万
円
）

○
保
育
所
費

・
嘱
託
職
員
と
臨
時
職
員
の
全
体
の
必

　

要
額
を
増
額
。 　
　

（
４
２
３
万
円
）

・
幼
児
教
育
無
償
化
に
伴
う
シ
ス
テ
ム

　

改
修
費
の
負
担
金
（
財
源
は
国
か
ら

　

補
助
金
）
。　
　

 　

（
５
８
８
万
円
）

○
母
子
保
健
費

・
出
生
時
か
ら
３
歳
健
診
等
の
母
子
保

　

健
情
報
の
連
携
を
図
る
た
め
の
シ
ス

　

テ
ム
改
修
。　
　
　

（
２
１
３
万
円
）

　
○
道
路
維
持
費

・
舗
装
補
修
工
事
費
。　
（
１
０
５
万
円
）

○
橋
り
ょ
う
整
備
費

・
橋
り
ょ
う
点
検
整
備
費
に
過
疎
債
の

　

充
当
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
に
伴
う

　

財
源
の
振
替
。　

（
▲
１
８
０
万
円
）

○
消
防
施
設
費

・
消
防
施
設
、
消
火
栓
の
修
繕
に
係
る

　

負
担
金
を
増
額
。　
　
　

（
63
万
円
）

○
文
化
財
保
護
費

・
平
塚
遺
跡
が
古
墳
と
し
て
の
認
定
に

　

必
要
な
要
件
を
満
た
す
た
め
、
更
な

　

る
調
査
の
た
め
の
費
用
。
（
54
万
円
）

ほ
か

〈 

特 

別 

会 

計 

〉　
　

■
情
報
通
信
（
第
１
号
）

　

前
年
度
繰
越
分
（
４
６
７
万
円
）
を

　

一
般
会
計
繰
入
金
で
減
額
。

　

補
正
額　

増
減
な
し
。

　
　
　
　
　
　

 

（
総
額
５
９
０
４
万
円
）

■
学
校
給
食
（
第
１
号
）

　

前
年
度
繰
越
金
を
予
備
費
に
計
上
。

　

補
正
額　

96
万
１
千
円
追
加
。

　
　
　
　

 

（
総
額
２
１
７
７
万
２
千
円
）

■
奨
学
資
金
貸
付
事
業
（
第
１
号
）

　

前
年
度
繰
越
金
を
一
般
会
計
に
戻
す
。

　

補
正
額　

23
万
４
千
円
追
加
。

　
　
　
　
　

（
総
額
８
７
０
万
１
千
円
）

■
後
期
高
齢
者
医
療
（
第
１
号
）

　

前
年
度
繰
越
金
を
予
備
費
に
計
上
。

　

補
正
額　

５
万
８
千
円
追
加
。

　
　
　
　

 

（
総
額
５
６
８
１
万
８
千
円
）

■
国
民
健
康
保
険
（
第
１
号
）

　

前
年
度
療
養
給
付
費
の
精
算
に
よ
る

国
庫
負
担
金
返
還
金
と
、
法
改
正
に
よ

る
シ
ス
テ
ム
改
修
費
。

　

補
正
額　

５
２
４
万
５
千
円
追
加
。

　

財　

源　

保
険
給
付
費
交
付
金
返
還

　
　
　
　
　

金
の
ほ
か
、
不
足
分
を
国

　
　
　
　
　

民
健
康
保
険
基
金
繰
入
金
。

　
　

 

（
総
額
５
億
５
８
１
９
万
４
千
円
）

条
　
例

９
件
（
可
決
）

上
程
さ
れ
た
議
案
の
概
要

補
正
予
算

11
件
（
可
決
）

（
※
）
人
権
三
法
と
は

①
障
害
者
差
別
解
消
法

　
　

障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解

　
　

消
を
推
進
す
る
た
め
の
法
律
。

③
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
対
策
法

　
　

日
本
に
居
住
し
て
い
る
外
国
出

　
　

身
者
に
対
す
る
不
当
な
差
別
的

　
　

言
動
の
解
消
に
取
り
組
む
た
め

　
　

の
法
律
。

②
部
落
差
別
解
消
推
進
法

　
　

今
も
な
お
存
在
し
て
い
る
部
落

　
　

差
別
の
解
消
を
推
進
す
る
た
め

　
　

の
法
律
。



■
介
護
保
険
（
第
２
号
）

　

介
護
予
防
住
宅
改
修
費
、
高
額
医
療

合
算
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
、
前
年
度
介
護

給
付
費
の
精
算
に
よ
る
返
還
金
。

　

補
正
額　

１
５
９
８
万
５
千
円
追
加
。

　

財　

源　

前
年
度
繰
越
金
。

　
　
　
　

 

（
総
額
５
億
９
３
７
２
万
円
）

■
下
水
道
事
業
（
第
１
号
）

　

嘱
託
職
員
の
社
会
保
険
料
。

　

補
正
額　

８
千
円
追
加
。

　

財　

源　

前
年
度
決
算
に
よ
り
繰
越

　
　
　
　
　

金
を
増
額
、
一
般
会
計
繰

　
　
　
　
　

入
金
を
減
額
。

　
　

 

（
総
額
３
億
７
５
５
６
万
７
千
円
）

■
農
業
集
落
排
水
事
業
（
第
１
号
）

　

前
年
度
繰
越
し
分
（
３
万
２
千
円
）

を
一
般
会
計
繰
入
金
で
減
額
。

　

補
正
額　

増
減
な
し
。

　
　
　
　

 

（
総
額
１
９
８
４
万
４
千
円
）

■
高
社
簡
易
水
道
（
第
１
号
）

　

地
方
債
償
還
額
の
不
足
分
。

　

補
正
額　

１
９
１
万
円
追
加
。

　

財　

源　

繰
越
金
、
一
般
会
計
繰
入

　
　
　
　
　

金
、
高
社
簡
水
積
立
金
。

　
　
　
　

 

（
総
額
１
８
７
３
万
２
千
円
）

■
水
道
事
業
会
計
（
第
１
号
）

　
　

職
員
人
件
費
。

　

補
正
額　

27
万
円
追
加
。

　

 　
（
総
額
１
億
８
１
０
５
万
７
千
円
）

■
平
成
30
年
度
水
道
事
業
会
計

　

未
処
分
利
益
剰
余
金
（
※
）
の
処
分

　

水
道
事
業
会
計
の
未
処
分
利
益
剰
余

金
の
処
分
方
法
に
つ
い
て
、
議
会
の
議

決
を
求
め
る
も
の
。

　

未
処
分
利
益
剰
余
金
３
２
７
６
万
１

千
円
の
う
ち
、
１
５
０
０
万
円
を
減
債

積
立
金
に
、
１
５
０
０
万
円
を
建
設
改

良
積
立
金
に
積
み
立
て
、
残
額
を
繰
り

越
す
。

■
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

選
任

・
宮
﨑　

光
雄　

氏
（
再
任
）

■
教
育
長
の
任
命

・
小
林　
　

弘　

氏
（
再
任
）

■
監
査
委
員
の
選
任

・
渡
邉　

吉
基　

氏
（
再
任
）

　

詳
細
は
広
報
６
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
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事
　
件
（
※
）

１
件
（
可
決
）

人
　
事

３
件
（
同
意
）

※
事
件
と
は

　

議
会
に
上
程
さ
れ
る
も
の
は
全
て

「
事
件
」
で
す
が
、
本
議
会
で
は
、
契

約
の
締
結
や
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る

場
合
な
ど
に
「
事
件
」
が
使
わ
れ
ま
す
。

　

今
回
は
、
未
処
分
利
益
剰
余
金
の
処

分
が「
事
件
」と
し
て
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
未
処
分
利
益
剰
余
金
の
処

分
が
、
ま
た
、
10
月
３
日
の
臨
時
会

（
25
ペ
ー
ジ
参
照
）
で
は
、
契
約
の
締

結
が「
事
件
」と
し
て
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

※
未
処
分
利
益
剰
余
金
の
処
分
と
は

　

利
益
剰
余
金
は
、
毎
年
度
の
活
動
か

ら
得
た
利
益
を
元
と
し
て
、

①
使
い
道
の
あ
る
剰
余
金
（
積
立
金
）

②
使
い
道
が
未
定
の
剰
余
金

　

に
分
け
ら
れ
ま
す
。　

②
が
、「
未
処
分
利
益
剰
余
金
」
で
す
。

②
の
未
処
分
利
益
剰
余
金
（
前
年
度
繰

　

越
利
益
）
に
当
年
度
利
益
を
加
え
た

　

も
の
が
「
当
年
度
未
処
分
利
益
剰
余

　

金
」
と
な
り
、
そ
の
使
い
道
を
決
め

　

る
こ
と
を
「
処
分
（
利
益
処
分
）」

　

と
言
い
ま
す
。

今
回
は
、

①
積
立
金

　

・
減
債
（
借
入
金
の
返
済
）
の
た
め

　

・
建
設
改
良
工
事
に
充
て
る
た
め

②
残
額
は
繰
り
越
す
（
未
処
分
利
益
剰

　

余
金
と
な
る
）

　

と
の
処
分
と
な
り
ま
し
た
。

専
決
処
分
（
※
）

１
件
（
可
決
）

■
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
専
決
処
分

の
報
告

・
駐
車
し
て
い
た
車
両
に
公
用
車
が
接

　

触
し
、相
手
方
の
車
両
を
損
傷
さ
せ
た
。

　
　
　
　

賠
償
額
：
17
万
４
２
７
１
円

※
専
決
処
分
と
は

　

本
来
、
議
会
が
議
決
・
決
定
す
べ
き

事
項
を
、
特
定
の
場
合
（
議
会
を
招
集

す
る
時
間
が
な
い
緊
急
時
な
ど
）
に
限

り
、
市
町
村
長
が
議
会
に
諮
ら
ず
処
理

す
る
こ
と
。

　

処
理
後
は
議
会
に
報
告
し
て
承
認
を

得
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

12
月
定
例
会
の
予
定

11
月
15
日
（
金
）
議
会
運
営
委
員
会

11
月
28
日
（
木
）
定
例
会
開
会

12
月
10
日
（
火
）
一
般
質
問

12
月
11
日
（
水
）
一
般
質
問

12
月
13
日
（
金
）
採
決
・
閉
会

○
請
願
・
陳
情
の
受
付
締
切
日

　
　

11
月
21
日
（
木
）

　

請
願
・
陳
情
は
早
め
に
議
会
事
務

局
に
提
出
し
て
い
た
だ
き
、
事
務
局

員
に
内
容
の
説
明
を
お
願
い
し
ま
す
。
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平成30年度 決算（12会計）全会一致で認定
　一般会計決算（１件）・特別会計決算（10件）・水道事業会計決算（１件）　全て認定となりました。
なお、審査の過程で出された意見の中から、今後に向けて、特筆すべきことを絞り込み、本会議で
「審査意見」として報告しました。　　　　　　（決算の概要は、広報９月号２～３ページに掲載）

≪補正予算に対して≫
①児童福祉費に、やまほいく実施のための「遊歩道計画」が提案されているが、場所がやまび
この丘公園内との説明であった。園児が１週間に何日活用できるか不透明。再考されたい。

　
≪決算に対して≫
①集落の在り方や統合など、議論が進行中の中で、公会堂等の改修が進んでいる。基本財産の
取得が統合等の妨げにならないよう、細心の配慮と集落への指導をされたい。

　
②将来財源を考えると、公共施設の廃止等やむを得ないと理解するが、事業遂行にあたり、
村民意見を丁寧に聴取されたい。

　
③粗大ごみ、持ち込みごみの増大が負担金の増大につながっている。更なる減量化への啓発と、
適正な処理方法の指導を強められたい。

　
④観光振興局の経済的な効果が見受けられない。当初計画が遂行できるよう指導されたい。
　
⑤新たな発掘事業で恒久の歴史に注目が集まるが、従来から管理されていた文化財の保護が
なおざりにされている。地域の協力などを得て適正な管理をされたい。

　
⑥保育料無償化などで大きな予算が投入されている保育所運営は、最大限の効率化が求められ
る。村民が納得のできる運営をされたい。

　
⑦監査意見にあるように、条例規則に照らし、違法行為が漫然と行われている。担当者をはじめ、
理事者、管理職員、関係職員の法令順守を徹底されたい。

予算決算常任委員会　審査意見

決算認定に対する　賛成討論　勝山　正　議員　（要旨）

　監査委員報告のとおり、平成 30 年度の実質収支額は１億２，３７８万円となり黒字決算で結了、
特別会計においても、問題なく運用されている。
　自主財源確保は財政運用において重要課題の一つ。不納欠損額も見られるが、税負担の公平を
欠くことのないよう努めていただきたい。
　全国的に人口減少に対する地方交付税の減額は進んでいる。限りある財源の中で、当村を取り
巻く経済状況は、ますます厳しい状況が続くと予想される。
　令和元年度は、新庁舎の竣工や保育園無償化などの課題もあり、財政安定の確保と健全な財政運用、
経費の節約は財政運営における重要事項。
　職員数が少ない中での業務執行は厳しいものがあると思われるが、情報の共有を図り、一人一人
が村民の声に耳を傾け、住民福祉の向上への取り組みを更に進めていただきたい。
　今後、これらの取り組み推進を期待し賛成の討論とする。
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各議員の一般質問の項目
　９月 10 日（火）、11 日（水）８人の議員が「ファームス木島平」や「下高井農林高校」など、村民から
大きな関心を持たれる項目を中心に一般質問を行いました。
　質問・答弁の要旨は来月の議会だより 11 月号に掲載します。

 

９
月
13
日
（
金
）

①
最
終
日
提
出
議
案
に
つ
い
て

・
人
事
案　

３
件

・
専
決
処
分
の
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　

（
29
ペ
ー
ジ
参
照
）

②
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
に
つ
い
て

　

現
在
、
各
自
治
体
で
雇
用
さ
れ
て
い

る
臨
時
職
員
や
嘱
託
職
員
を
、
令
和
２

年
度
か
ら
「
会
計
年
度
任
用
職
員
」
と

い
う
身
分
に
す
る
旨
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。　

　

こ
れ
ま
で
、
臨
時
職
員
や
嘱
託
職
員

は
、
自
治
体
に
よ
っ
て
取
扱
い
が
大
き

く
異
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
２
年

度
か
ら
は
地
方
公
務
員
法
な
ど
の
法
律

で
定
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

具
体
的
な
労
働
諸
条
件
は
、
各
自
治

体
で
定
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
勤

務
時
間
や
諸
手
当
、
社
会
保
障
関
係
な

ど
が
大
き
く
変
更
さ
れ
ま
す
。

③
庁
舎
建
設
工
事
の
工
事
費
増
工

見
込
み
に
つ
い
て

　

新
庁
舎
の
建
設
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま

で
に
増
工
・
変
更
と
な
っ
た
部
分
の
概

要
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
詳

細
は
明
確
に
な
っ
て
か
ら
、
議
会
で
改

め
て
説
明
し
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

な
お
、
増
工
部
分
に
係
る
お
お
よ
そ

の
金
額
が
臨
時
会
で
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
25
ペ
ー
ジ
参
照
）

全
員
協
議
会

９月 10日（火）

1 山﨑　栄喜　議員

１　特産物の振興について
２　木島平村住宅リフォーム等補助金について
３　人間ドック受診料補助金について
４　職員の懲戒処分について

2 山浦　　登　議員
１　自衛隊への村民の名簿提出について
２　村の施設整備、更新について
３　道の駅ファームス木島平について

3 丸山　邦久　議員

１　人材育成について
２　契約を伴う議案に契約書の添付を
３　広域観光について
４　ファームス木島平について

4 芳川　修二　議員
１　下高井農林高校の再編について
２　インターネット社会に適応した人権等の対策について
３　ファームス木島平の運営について

９月 11日（水）

1 江田　宏子　議員
１　「安心して暮らせる村」の体制づくりに向けて
２　教育委員会の方針と学校の取り組みについて
３　ファームス木島平の状況を踏まえて

2 土屋喜久夫　議員
１　スマート自治体に向かっているか
２　村全体の連結決算は、いかに
３　議会の強化について

3 勝山　　卓　議員 １　農の拠点施設「ファームス木島平」と６次産業化推進について
２　警鐘楼老朽化への対応について

4 山本　隆樹　議員 １　民生児童委員の取り組みについて
２　下高井農林高校の存続について
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15日（火）・31日（木）
　運動教室「正しく身体を整え　
　ましょう」③④ （農村交流館）
19日（土）
　こどもスポーツ教室「ミニ

）館育体村（ 　　②」スニテ　
20日（日）

）ドンウラグ央中（ 会動運民村　
26日（土）

）他ータンセ者若（   　 祭民村　
27日（日）
　歴史講演会「中世の鷹狩り」

（農村交流館）

月

２日（土）～30日（土）
　みゆき野の風景画展（中町展示館）
６日（水）
　せっこ塾⑦美術鑑賞「みゆき野　
　の風景画展」　（中町展示館）
９日（土）
　差別をなくす村民大会

（若者センター）
16日（土）・17日（日）
　長野県縦断駅伝競走大会

（長野市～飯田市）

月

　

ス
も
ど
こ
「」
室
教
別
特
み
休
夏
「
ら
か
月
６

元
、
は
に
姿
の
ち
た
も
ど
子
む
組
り
取
に
座
講
の

そ
。
す
ま
り
あ
ん
さ
く
た
が
面
場
る
え
ら
も
を
気

。
す
ま
し
え
伝
お
て
え
交
も
真
写
を
子
様
の

　

い
、
が
た
し
ま
し
設
開
座
講
３
は
室
教
別
特

を
ン
コ
ソ
パ
。
た
し
で
み
試
の
て
め
初
も
れ
ず

大
て
い
動
が
ム
ラ
グ
ロ
プ
に
う
よ
た
え
考
の
分

　

見
発
で
力
の
分
自
、
は
」
う
ぼ
そ
あ
で
字
数
「

星
「、
れ
ら
み
が
情
表
の
面
満
意
得
に
質
性
た
し

の
星
木
で
鏡
遠
望
ら
か
間
雲
は
」
会
察
観
空縞

様
模

　

ン
リ
ダ
ル
ボ
に
た
新
年
今
、
し
設
開
に
心
中
を

験
体
の
こ
。
た
し
ま
え
加
を
ス
ニ
テ
ニ
ミ
と
グ

　

あ
が
み
込
し
申
の
勢
大
と
段
一
ら
か
度
年
昨

。
す
ま
れ
ま
込
き
引
も
側
る
い
て
見

だ
ん
組
り
取
で
中
夢

  

　　　犬飼城跡は、ある山
　　　からのびる尾根の先
　　　にあります。そのあ
　　　る山とは、なんとい
　　　う名前でしょうか。
　　　（① 犬飼山、② 萬仏山、
　　　　　　　③ 琴平山、④ 権現山）

英雄の　鬨の声する　犬飼城

　　　原大沢の御
み

魂
たま

山
やま

は、何の群生地で有名で
　　　しょうか。
　　　（① ダリア、② コスモス、
　　　　　　③ チューリップ、④ 福寿草）

　

話
に
軽
気
と
長
村
、
ん
さ
な
み
の
性
女

？
か
ん
せ
ま
し
加
参
に
会
談
懇
る
せ

　

の
聴
傍
、
加
参
の
て
れ
連
を
ん
さ
子
お

。
す
ま
き
で
も
加
参
の
み日

　
　

時　

月

）
水
（
日

　
　
　
　
　

時
１
後
午

場

　
　

所　先
み
込
申

　

館
流
交
村
農

　
　
　
　
　

☎

１
４
０
２
‐２
８‐
９
６
２
０

女団連主催

開催のお知らせ
「村長と語る会」

プログラミング講座

数字であそぼう

近代五種　レーザーピストル

ボルダリング近代五種　模擬フェンシング
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成
平

調
掘
発
の
跡
遺
塚
平
た
い
続
ら
か
度
年

。
す
で
度
年
終
最
が
度
年
今
、
は
査

　

約
、
は
分
部
頂
山
の
山
塚
平
る
残
の
跡
遺

的
層
重
、
で
ま
る
至
に
代
現
ら
か
前
年
０
０
８
１

な
殊
特
い
な
の
例
に
他
、
り
わ
加
が
手
の
々
人
に

。
た
し
ま
げ
上
り
く
つ
を
跡
遺

　

し
ま
り
あ
が
居
住
の
期
後
代
時
生
弥
は
に
こ
こ

確
が
跡
居
住
の
軒
２
、
は
で
囲
範
た
し
査
調
。
た

器
土
の
時
当
は
ら
か
こ
こ
。
す
ま
い
て
れ
さ
認

、
か
ほ
る
い
て
し
土
出
が
）
器
土
式
水
清
箱
（

炉

　

る
が
広
に
所
場
い
近
に
田
水
、
は
落
集
め
た
の
そ

陵
丘
い
高
小
に
れ
ま
、
が
す
ま
い
て
れ
ら
え
考
と

地
高
「
を
れ
こ
。
す
ま
り
あ
が
と
こ
る
あ
に
上
の

て
い
つ
に
れ
こ
、
が
す
ま
い
で
ん
呼
と
」
落
集
性

の
い
戦
は
て
つ
か
。
す
ま
り
あ
説
諸
は

防
御

設
施

い
と
策
対
水
洪
は
年
近
、
が
た
し
ま
い
て
れ
さ
と

。
す
ま
い
て
出
も
説
う

　

て
立
め
埋
が
居
住
の
こ
、
と
る
な
に
階
段
の
次

が
土
盛
る
な
と
礎
基
の
ド
ン
ウ
マ
の
在
現
、
れ
ら

ん
せ
ま
り
あ
は
で
か
ら
明
は
状
形
。
す
ま
れ
さ
な

、
り
お
て
れ
ま
込
り
掘
が
穴
大
ら
か
上
の
こ
、
が

成
平

長
、
が
ん
せ
ま
り
あ
は
品
土
出
ろ
こ
と
の
今
。
た

で
墓
の
者
力
有
、
は
穴
大
の
型
判
小
の
も
ｍ
３
径

。
す
で
力
有
が
方
見
る
す
と
か
い
な
は

　

つ
も
を
穴
な
大
巨
、
れ
さ
な
が
土
盛
に
う
よ
の
こ

「
い
な
の
例
も
で
県
野
長
、
は
跡
遺
塚
平

墳
丘
墓
」生

弥
は
の
た
れ
ら
作
が
れ
こ
、
ら
か
と
こ
い
な
い

　

く
近
年
０
０
０
１
、
ら
か
て
れ
ら
作
が
墓
の
こ

で
認
確
が
跡
遺
に
次
。
す
ま
き
続
が
代
時
の
白
空

こ
。
す
で
代
時
町
室
の
前
年
０
０
６
、
は
の
る
き

遺
の
数
複
、
れ
さ
形
整
に
形
台
は
墓
墳
、
き
と
の

葬
埋
。
た
し
ま
れ
ら
作
が
墓
団
集
る
す
葬
埋
を
体

に
中
、
が
た
し
ま
い
て
れ
さ
葬
土
は
々
人
た
れ
さ

ら
か
穴
の
つ
と
ひ
、
り
あ
も
の
も
た
れ
さ
葬
火
は

ン
ウ
マ
。
た
し
ま
り
あ
も
例
た
出
が
骨
の
分
人
２

の
も
い
し
珍
い
な
の
例
に
内
県
は
墓
世
中
の
状
ド

。
す
で

　

も
る
め
詰
き
敷
に
上
を
石
の
数
無
、
に
後
葬
埋

、
ど
な
の
も
る
て
立
を
塔
輪
五
や
標
墓
の
石
、
の

と
代
時
は
れ
こ
、
が
す
ま
り
あ
が
プ
イ
タ
な
々
様

、
ら
か
ど
な
塔
輪
五
や
器
漆
の
品
葬
副
、
が
ん
せ

の
こ
。
す
ま
れ
ら
え
考
と
だ
々
人
な
福
裕
的
較
比

時
戸
江
、
が
た
し
ま
れ
わ
使
く
近
年
０
０
２
は
墓

　

ま
れ
ら
つ
ま
が
神
葉
秋
は
に
頃
中
の
代
時
戸
江

平
。
す
ま
り
が
な
つ
に
姿
の
在
現
が
れ
こ
。
た
し

と
墓
墳
が
落
集
性
地
高
の
代
時
生
弥
、
は
跡
遺
塚

近
、
れ
ら
作
が
墓
団
集
は
に
世
中
に
ら
さ
、
り
な

化
変
の
階
段
４
う
い
と
る
な
に
所
場
の
仰
信
に
世

の
跡
遺
の
こ
。
た
し
ま
し
明
判
が
と
こ
た
げ
遂
を

情
な
重
貴
る
す
言
証
を
史
歴
の
村
、
は
果
結
査
調

、
れ
ら
め
と
ま
が
書
告
報
に
内
度
年
、
て
し
と
報

。
す
で
定
予
る
れ
さ
開
公
く
広

今年度の平塚遺跡発掘調査について
～国宝重要文化財等保存整備事業～

中世墓を検証する調査団

最大の謎である墳丘部分

　

）
う
い
を
墓
墳
た
し
に
形
な
う
よ
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　②萬仏山…犬飼城跡は稲荷の東方に位置し、飯山市瑞穂と木島平村の境にある萬仏山から西に延
　　　　　　　　びる尾根の突端にあります。

きじま平再発見～木島平検定に挑戦しよう～

編
答
回

　④福寿草…本村の村花で、雪どけの３月から４月に一斉に咲きだす景観は見事です。

　

所
務
事
育
教
信

 

課
習
学
涯
生

 

事
主
導
指

差
落
部
、
年
近
、
ら
か
ん
さ
文
秀
井
松
の

れ
さ
直
見
に
う
よ
の
ど
が
史
歴
る
係
に
別

お
な
重
貴
変
大
、
て
い
つ
に
か
の
た
き
て

。
た
し
ま
き
で
が
と
こ
く
聞
を
話　

然
自
、
は
別
差
落
部
、
ば
け
お
て
し
と

だ
は
で
方
え
考
う
い
と
」
る
な
く
な
に

と
由
理
の
そ
。
す
で
と
こ
う
い
と
だ
め

を
区
地
当
該
、
り
た
し
載
掲
を
事
記
た

絶
を
後
が
案
事
る
す
り
た
し
示
と
然
公

。
ん
せ
ま
ち

　

だ
ん
読
を
れ
こ
が
人
い
な
ら
知
も
何

か
だ
。
す
で
か
ら
明
は
か
る
な
う
ど
ら

で
要
必
が
み
組
取
す
く
な
を
別
差
で
ん

。
す

　

で
ま
れ
こ
、
ら
か
究
研
料
資
の
年
近

は
て
く
な
め
改
を
方
え
ら
と
の
史
歴
の

う
い
と
」
レ
ガ
ケ
「
の
時
当
世
中
。
た

「
な
ち
が

穢

差
る
す
撃
攻
を
」
者
た
れ

持
を
能
技
識
知
た
れ
優
、
く
な
は
で
別つ

河

者
原

し
対
に
ち
た
人
る
れ
ば
呼
と

の
て

怖

だ
識
意
る
け
避
を
り
わ
関
と
れ

き
続
く
長
が
代
時
な
う
よ
の
こ
、
て
し

。
た
し
ま

　

的
済
経
れ
わ
奪
を
事
仕
の
で
ま
今
に
逆

　

い
し
正
に
う
よ
の
こ
、
は
ん
さ
井
松

私
と
さ
切
大
の
と
こ
つ
持
を
識
認
史
歴

が
識
意
」
レ
ガ
ケ
「
に
中
の
心
の
ち
た

え
訴
と
る
あ
が
要
必
す
返
い
問
か
い
な

。
た
し
ま
い
て

　

に
命
の
人
「
葉
言
の
事
記
介
紹
の
後
最

分
自
、
そ
こ
ら
か
だ
。
る
あ
が
り
限
、
は

想
い
熱
に
」
…
い
た
き
生
に
う
よ
う
思
の

。
た
し
ま
き
て
げ
上
み
こ
が
い 史

落
部
た
き
て
れ
さ
直
見

熱心に講義を聞く参加者

雪ん子人権子ども会

を
揚
高
の
識
意
権
人

）
部
の
生
学
小
（

　

品
作
秀
優
の
度
年
昨

回
今
。
す
ま
し
介
紹
を

、
で
品
作
の
生
学
小
、
は

成
平
は
年
学

応
度
年

次
。
す
で
の
も
の
時
募

は
部
の
生
学
中
、
回

。
す
で
定
予
の
月

優秀賞　浦野　かりん（小６）優秀賞　深堀　拓海（小６）

優秀賞　小野澤　二葉（小３）優秀賞　阿部　結奈（小４） 優秀賞　竹内　千穂（小５）
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おすすめの一冊

あきない世傳 金と銀
源流篇

　江戸時代享保期の山村。学者の家に生まれた幸。飢饉や家族との別離を経て、
九歳の幸は大阪の呉服商へ奉公に出されます。「知識は生きる力になる」その言
葉を胸に奉公し、幸の商いへの才が開かれていく心躍る物語。
　著者は担当編集者から、時代小説は捕り物や剣豪もの、江戸市中が舞台でない
と売れないと言われますが、刃物で命の遣り取りをするものを書きたくない思い
を貫き、丁寧な時代考察を重ね、町民の物語を紡いでいます。
　春花秋月を愛で、倹しい中にも喜びを見つけ、季節の移ろいに寄り添う丁寧な
暮らし。現代社会において、利益や効率を求める中で削がれていった、かつての
生活の中に存在していた『間』と言うものが、この物語の根底に大きく横たわり、
その『間』の豊かさに触れる度に、私の中に取り戻していきたいと憧憬の念を抱くのです。
　また、主人公の幸の表裏なく凛とした生き方や、登場人物の温かな心根に触れると、自然と笑みがこ
ぼれる私がいます。
　殺伐とした昨今に疲弊した方には、心の清涼剤のような物語なのではないかと私は思うのです。

図書館だより
著者　高田　郁

☆新着図書☆

☆児童図書☆

　

午
の
日
曜
土
回
２
月
、
は
年
今

表
発
の
そ
、
て
し
そ
。
す
ま
い
て

に
ど
な
祭
民
村
、
り
た
し
問
訪
を

一
は
で
今
、
て
し
そ
。
す
ま
い
て

る
見
を
顔
笑
の
ち
た
人
る
踊
に
緒

皆
、
が
す
で
会
な
ん
こ
。
す
ま
い

。
か
す
で
が
か
い
に
緒
一
も
ん
さ日

【

　

】
時

日
曜
土
４，
２
第
月
毎

　
　
　
　

  

場
【

　

】
所

館
流
交
村
農

】
せ
合
問
【

）
町
西
（
エ
ズ
カ
関９

６
２
０
☎

－

２
８

－

５
５
５
３

　

て
め
始
を
動
活
の
こ

ど
ほ
年

と
ご
区
地
、
は
昔
。
す
ま
り
な
に

、
が
た
し
ま
い
て
し
表
発
て
出
に
ど

か
動
を
体
、
も
で
れ
そ
。
た
し
ま

講
な
ろ
い
ろ
い
と
ち
だ
友
の
人
５

。
た
し
ま
え
覚
を
り
踊
て
出
に
会
習

り
あ
も
と
こ
た
け
か
出
で
ま
海
熱

。
た
し
ま

　

を
間
仲
、
に
時
る
い
て
し
う
こ

が
上
ち
持
が
話
う
い
と
か
う
ろ
く

参
で
話
の
こ
、
時
当
。
た
し
ま
り

が
人
た
し
加

、
て
い
い
ら
く
人

。
た
し
ま
き
で
が
部
ス

社会教育委員  芳川　文子

燈火 風の盆（豊田美加）　最後のページをめくるまで（水生大海）　月人壮士（澤田瞳子）　黙秘犯（翔田寛）
世話を焼かない四人の女（麻宮ゆり子）  炎天夢 東京湾臨海安積班（今野敏）　星砕きの娘（松葉屋なつみ）
いるいないみらい（窪美澄）  三匹の子豚（真梨幸子）　楽しく鍛えてみるみる若返る！声トレ（川島由美）
続 わけあって絶滅しました。（丸山貴史）   日本の天井（石井妙子） 　どんな災害でもお金とくらしを守る（清水香）
水道民営化で水はどうなるのか（橋本淳司）　地元を再発見する！手書き地図のつくり方（手書き地図推進委員会）
落花狼藉（朝井まかて）　プラスチック汚染とは何か（枝廣淳子）　おいしいカキ栽培（倉橋孝夫・大畑和也）
ヒマつぶしの作法（東海林さだお）　野菜の発芽・育苗コツと裏ワザ（農文協）　　　

介
紹
の
体
団
係
関
育
教
会
社

会
敬
和

　

ごちゃまぜサミットにて

調布市文化協会との交流会にて

おつきさまひとつずつ（長野ヒデ子）　だれのパンツ？（ツゲリカツヒコ）　おでんのおうさま（山本祐司）
ぼくのつくりかた（たけうちちひろ）　かくれんぼどうぶつえん、だれかさん（今森光彦）
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 さ
わやか笑顔さん

（左）金井賴雄さん（北鴨）
　  昭和21年４月生まれ

（右）宮嵜　正さん（中町）
　  昭和27年5月生まれ
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社
協
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ

れ
て
い
る
皆
さ
ん
を
送
迎
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
お
二
人
で
す
。

　
金
井
さ
ん
・
宮
嵜
さ
ん
共
に

７
年
目
と
な
り
、
大
変
お
世
話

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

〈木島平村社協配分〉
啓発事業、敬老訪問
多世代交流事業
各種団体へ助成

〈広域的な活動に配分〉
施設整備、自動車の購入事業
安心安全なまちづくり支援

長
野
県
共
同
募
金
会 村内の募金

送金

配分

配分

○共同募金の使いみちは、
「はねっと」で公開しております。
http://www.akaihane.or.jp/hanett

赤い羽根共同募金運動にご協力をお願いします
　

10
月
は
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
の
活

動
月
間
で
す
。
共
同
募
金
は
「
じ
ぶ
ん
の

町
を
良
く
す
る
し
く
み
」
と
し
て
、
す
べ

て
の
方
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め

の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

福
祉
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

●
募
集
活
動
期
間
　

　

10
月
１
日
か
ら
10
月
31
日
ま
で

●
募
集
方
法

　

全
戸
配
布
の
募
金
用
封
筒
、
職
場
や

　

学
校
で
の
募
金
、
法
人
募
金
、
ふ
れ

　

あ
い
広
場
募
金
コ
ー
ナ
ー
な
ど

　
　
　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
募
金

は
、
長
野
県
共
同
募
金
会
へ
送
金

し
集
計
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
85
％

は
木
島
平
村
社
協
へ
配
分
さ
れ
、

残
り
の
15
％
は
県
内
の
広
域
的
な

活
動
に
配
分
さ
れ
ま
す
。
村
内
の

募
金
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
村
に
還

元
さ
れ
ま
す
。

　

昨
年
度
は
村
内
で
１
５
９
万
円

余
り
の
募
金
が
寄
せ
ら
れ
、
そ
の

う
ち
１
３
７
万
円
が
村
社
協
へ
配

分
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
配
分
金
を
財
源
に
社
協
で

は
、
社
協
だ
よ
り
の
発
行
や
社
会

福
祉
大
会
、
ふ
れ
あ
い
広
場
な
ど

福
祉
の
啓
発
活
動
を
は
じ
め
、
高

齢
者
福
祉
、
障
が
い
者
福
祉
、
福

祉
協
力
校
支
援
な
ど
、
様
々
な
地

域
福
祉
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
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事業所
紹介

社協の予定 10/15 ～ 11/30

10/16㈬
○心配ごと相談（相談員…行政相談委員
　・人権擁護委員・民生児童委員）
○ふれあいランチ

10/26㈯ ○ふれあい広場

11/6㈬
〇心配ごと相談（相談員…人権擁護委員
　・調停委員・民生児童委員）
〇ふれあいランチ

11/20㈬ 〇心配ごと相談（相談員…民生児童委員）
〇ふれあいランチ

11/28㈭ 〇みんなでいきいき広場

11/30㈯ 〇ボランティア講座

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
機
能
訓
練
と
し
て
、
利
用
者

の
皆
さ
ん
に
合
唱
や
軽
い
体
操
、
い
ろ
い
ろ
な
ゲ
ー
ム

な
ど
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
機

会
を
通
し
て
、
心
身
機
能
の
維
持
回
復
を
目
指
す
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
楽
し
み
な
が
ら
笑
っ
て
お
過
ご

し
い
た
だ
く
た
め
に
、
様
々
な
企
画
を
取
り
入
れ
て
い

ま
す
。

　

現
在
体
操
で
は
、
パ
カ
パ
カ
体
操
、
ぶ
ら
ぶ
ら
体
操
、

み
ん
な
の
体
操
、
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
、
手
遊
び
体
操
、

口
腔
体
操
な
ど
多
種
類
の
体
操
を
取
り
入
れ
、
利
用
者

の
皆
さ
ん
に
楽
し
み
な
が
ら
体
操
を
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
平
行
棒
を
使
っ

て
歩
行
訓
練
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
良
い

も
の
が
あ
れ
ば
ど
ん
ど
ん
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

９
月
に
は
、
手
形
の
も
み
じ
の
木
の
作
成
、
テ
ー
ブ

ル
運
動
会
な
ど
秋
な
ら
で
は
の
企
画
や
、
ハ
ン
ド
マ
ッ

サ
ー
ジ
や
ビ
ン
ゴ
・
連
想
ゲ
ー
ム
、
合
唱
等
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
企
画
し
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
、
こ
れ
か
ら
も
利
用
者
の
皆
さ
ん
、

ご
家
族
に
安
心
し
て
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

※
皆
さ
ま
の
声
（
ご
意
見
、
ご
要
望
、
苦
情
等
）
を

　
　

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

  　
（
☎
０
２
６
９

－

８
２

－

４
１
２
３
）

立ち上がり運動
みんなで声を出して「一、二、三、四、五」

利用者の皆さんの手形で
立派なもみじになりました

南鴨祭典団の朝舞に笑顔

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

９時～15時９時～15時

社協デイサービスセンター周辺社協デイサービスセンター周辺

10月10月2626土
日
土
日

開催のお知らせ開催のお知らせ

ふれあい
   広 場
ふれあい
   広 場

みなさまのお越し
を

お待ちしています
。

内容内容
・チャリティバザー
・こどもまつり
・各種模擬店
・ふれあいステージ
・作品展示
・手打ちうどん
・カレー           など

・チャリティバザー
・こどもまつり
・各種模擬店
・ふれあいステージ
・作品展示
・手打ちうどん
・カレー           など

ときとき

会場会場

○×クイズ

スタンプラリー

10:30 ～
 賞品当たります。

会場内４つのポイントでスタンプを
集めて下さい。景品進呈します。
※折込チラシをお持ち下さい。

東京2020パラリンピック公式競技
「ボッチャ」体験

●９:30～ ●11:30～ 参加賞あります。

竹とんぼであそぼう!!
コーナー

新

新



湯本　統
と う じ

士くん

平成 29 年１月 21 日生まれ

301

（市之割／昂
こ う た ろ う

太郎さん・貴
た か み

美さん）

ごめいふくをお祈りします

　  ９. 10          西　町　     祢津　てい　　　 （99）
　  ９. 17          稲　荷　     山﨑チエ子

こ

　　　 （82）
　  ９. 19          北　鴨　     髙野キサ子

こ

　　　 （89）

２歳くらいのお子さんを大募集！
ご応募されたご家庭には、DVDまたはBlue-rayDiscの
どちらか１枚と広報誌３冊をプレゼントします。
詳しくは政策情報係（内線111）までご連絡ください！

　

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。
日

本
は
初
戦
の
ロ
シ
ア
戦
に
続
き
格
上
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
も
勝

ち
ま
し
た
。
次
の
サ
モ
ア
戦
、勝
て
ば
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
も
、

そ
ん
な
期
待
が
か
か
る
試
合
当
日
、
姉
妹
都
市
調
布
市
の
パ
ブ

リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
に
行
き
ま
し
た
。
試
合
前
か
ら
調
布
駅

周
辺
は
大
混
雑
、
し
か
も
、
試
合
後
は
勝
利
で
国
籍
入
り
乱
れ

て
の
盛
り
上
が
り
。
ま
さ
に
「
４
年
に
一
度
で
は
な
い
。
一
生

に
一
度
だ
。」
世
界
の
祭
典
の
盛
り
上
が
り
は
貴
重
な
体
験
と

な
り
ま
し
た
。

　

調
布
市
の
東
京
ス
タ
ジ
ア
ム
で
行
わ
れ
た
の
は
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
対
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
戦
、
日
本
戦
は
愛
知
県
豊
田
市
で
行
わ
れ

ま
し
が
、
フ
ァ
ン
ゾ
ー
ン
で
は
日
本
戦
を
大
き
な
ス
ク
リ
ー
ン

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
大
き
な
商
業
ビ
ル
の
壁
面

に
は
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
、
誰
で
も
見
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

ラ
グ
ビ
ー
と
言
え
ば
ビ
ー
ル
。
期
間
中
に
は
40
万
人
の
訪
日

客
が
見
込
ま
れ
、
ビ
ー
ル
が
大
量
に
消
費
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

確
か
に
ビ
ー
ル
片
手
に
、
な
か
に
は
缶
ビ
ー
ル
を
３
本
抱
え
て

い
る
外
国
人
も
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
大
柄
、
ビ
ー
ル
も
た
く
さ

ん
飲
み
そ
う
。
ま
る
で
試
合
会
場
に
紛
れ
込
ん
だ
よ
う
で
す
。

　

も
う
一
つ
、
ラ
グ
ビ
ー
と
言
え
ば
紳
士
の
ス
ポ
ー
ツ
。
体
当

た
り
で
の
激
し
い
戦
い
の
後
は
勝
敗
に
関
わ
り
な
く
お
互
い
の

健
闘
を
称
え
あ
う
「
ノ
ー
サ
イ
ド
」。
最
近
、
日
本
以
外
の
国

で
は
単
に
試
合
終
了
を
意
味
す
る
「
フ
ル
タ
イ
ム
」
と
言
う
そ

う
で
す
。
し
か
し
、試
合
後
の
光
景
は
互
い
を
称
え
あ
う「
ノ
ー

サ
イ
ド
」の
精
神
を
受
け
継
い
で
い
ま
す
。世
の
中
に
は
ス
ポ
ー

ツ
以
外
に
も
様
々
な
戦
い
が
あ
り
ま
す
。
も
っ
と
「
ノ
ー
サ
イ

ド
」
の
精
神
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

世帯と人口 10 月１日現在
（平成 27 年国勢調査に基づく推計値）

2,118（―8） 2,273（―3） 4,387（－11）1,581（―3）

　

ひ
ょ
う
き
ん
で
天て
ん
し
ん
ら
ん
ま
ん

真
爛
漫
、
家
族

の
癒い

や

し
担
当
の
統
士
く
ん
は
、
パ
ズ

ル
遊
び
が
大
好
き
。

　

細
か
い
パ
ズ
ル
を
最
後
ま
で
１
人

で
完
成
す
る
べ
く
頑
張
り
中
で
す
。

９月届出分動きの人人人人
こんにちは赤ちゃん

※敬称は省略しています

　 ９．20         南　鴨　　　　  竹内　美
み つ き

月　（哲
さとる

・えりか）
　 ９．21                   大　町　　　　  久

きゅうほう

宝　秋
あきひろ

大　（淳
あ つ し

史・さやか）

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
村
長
ひ
と
こ
と
（
50
）

自然劇場

◆令和元年 10 月 15 日（毎月 1 回発行）　　◆有限会社 高錦堂印刷所

◆発行／木島平村 〒 389-2392 長野県下高井郡木島平村大字往郷 973 番地の 1  ☎ 0269‐82‐3111  

　木島平村公式ウェブサイト  自然劇場きじま平　http://www.vill.kijimadaira.lg.jp/

木
島
平
村
長　

日
䑓 

正
博

    誕生日　　   集　落　　　　  　氏　　名         父・母

広報・村公式ウェブサイトの広告募集中

～暮らしに役立つ広告をお待ちしています～

　村では、「広報きじま平」、「村公式ウェブサイト」
への広告を随時募集しています。
※料金や広告のサイズなど、詳しくは政策情報係
　（内線１１１）までお問合せください。
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